
京都府京丹後市議会

9月定例会の内容を中心にお伝えします。

－令和2年2月発行　議会だより京丹後の表紙写真を募集いたします－

峰山町鱒留（大路） 表紙写真は、久美浜町の奥田啓子さんにご提供いただきました。

◉お問い合わせは議会事務局へ （TEL. 0772ー69ー0010）
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議会だより

12月定例会の予定
11月28日／本会議（招集日）
12月10日／本会議（一般質問）
12月11日／本会議（一般質問）
12月12日／本会議（一般質問、議案審査）
12月20日／本会議（最終日）

京 丹 後



地方交付税
142億2255
（40.2％）

歳　入
353億8950

歳　出
342億4028

市税
51億5142
（14.6％）

繰入金
12億1810（3.4％）
使用料及び手数料
5億9321（1.7％）

寄附金
2億6552
（0.7％）

分担金及び負担金
2億9763（0.8％）

その他
17億5692
（5％）

その他
15億5730
（4.5％）

物件費
50億5707
（14.8％）

繰出金
42億4110
（12.4％）

補助費等
29億6444
（8.7％）

その他
12億9878（3.7％）

災害復旧事業費14億8407（4.3％）

（単位：万円）

人件費
53億6283
（15.7％）

公債費
46億9651
（13.7％）

扶助費
50億6559
（14.8％）

普通建設事業費
40億6989
（11.9％）

投資的経費
16.2％

任
意
的
経
費 

39.6％

義
務
的
経
費 

44.2％

市債
39億2350
（11.1％）

国庫支出金
37億6778
（10.6％）

府支出金
26億3557
（7.4％）

依存財源
73.8%

自主財源
26.2%

一般会計のうち令和元年度に繰り越す財源を差し引いた額一般会計のうち令和元年度に繰り越す財源を差し引いた額
（実質収支）は７億５４２８万円の黒字となりました（実質収支）は７億５４２８万円の黒字となりました
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◆介護サービス事業特別会計 ……「ふくじゅ」の安定的経営を
市の一般会計からの繰り入れが４０００万円。経営改善対策会議を持ち稼働率を高め､
経費を削減する取り組みを進めています。

◆公共下水道事業特別会計 …… 接続率は全体としては 58.8％
接続率は若干上昇していますが、引き続き接続率を上げることが重要です。

◆水道事業会計 …… 中野浄水場の整備後における各浄水場の休止・
　　　　　　　　　　廃止や、給水原価などの課題改善を

純損失は4730万円。簡易水道事業との経営統合によるメリッ
トを生かし、慢性的な事業収益の赤字の解消が課題です。

◆病院事業会計 …… 医師の招へいが重要
弥栄、久美浜両病院ともに医師体制が不十分な中、職員あげ

て収益につながる取り組みを重ねていますが収支は赤字となって
います。常勤医師の招へいが重要です。
市立病院への一般会計からの繰入金は９億２７００万円で、その

うち国から交付税として入ってくる分が５億６４００万円。差し引き
の３億６３００万円が市の実質負担分です。また老朽化している
久美浜病院は経営改善に基づいた病院整備計画の具体化も課題
です。

８
月
30
日
か
ら
10
月
４
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の

決
算
審
査
、
補
正
予
算
、
条
例
や
陳
情
な
ど
55
件
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

《一般会計》 《一般会計》 
歳入総額 353億8950万円歳入総額 353億8950万円
歳出総額 342億4028万円歳出総額 342億4028万円

平成30年度　一般会計　特別会計　企業会計

歳入歳出決算を認定

◉グラフで見る一般会計決算（平成30年度）

久美浜病院

弥栄病院
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平成30年度私たちの税金がどのように使われたか？ 無駄な事業や問題点は平成30年度私たちの税金がどのように使われたか？ 無駄な事業や問題点は
なかったか？ 来年度予算編成に生かせるよう審査しましたなかったか？ 来年度予算編成に生かせるよう審査しました

黒字決算であり、財政状況を表す指標は全て適
正な範囲内にはありますが、前年度に比べ基金の
残高の減少、普通交付税の減少に加え、社会保障
費、特別会計繰り出し金、満３歳児以上の保育料
無償化など支出の増加が見込まれ、依然、厳しい
財政運営が続く見通しです。

平成29年、30年と災害が続
きましたが、その復旧に向け、
国の「事故繰り越し」手続きも含
め財源を確保し、引き続き早急
な取り組みが求められます。

平成30年度　一般会計　特別会計　企業会計平成30年度　一般会計　特別会計　企業会計

歳入歳出決算を認定歳入歳出決算を認定

5つの重点
で取り組む

❶地域づくり
●「地域づくり支援員」、
　「地域おこし協力隊」の配置
●介護福祉士養成奨学金創設

❹魅力づくり
●“旬”でもてなす食の
　観光推進
●フードトレイル、食の
　提供向上セミナーの
　実施

❷ひとづくり
●「丹後暮らし探求舎」の設置
●子育て日本一の町を目指し、
　産婦健診、ケア事業実施
●認定こども園の整備開設
●小中学校への電子黒板整備

❸ものづくり
●事業者への金融支援
●農産物の生産強化支援
●農山村振興と漁業施設整備

❺基盤づくり
●山陰近畿自動車道整備促進
●小栓川内水対策事業
●災害時避難所環境向上のため
　の備品整備

平成30年度一般会計決算
今後も厳しい財政運営は続く 災害復旧を最優先課題に

旬の果実召し上がれ 待ち遠しい峰山ICへの延伸

地域おこし協力隊（平成30年度）

電子黒板は教える側にも学ぶ側にも好評

災害復旧工事継続中

55
でで

基本計画推進へ
市民と地域域がキラリと「「光り輝く」ままちへ！！

3 2019.11

◆決算審査概要



○ごみ削減と再資源化の課題は
○女性消防士の採用で職場はどう変わったか
○今後、行財政は効率的・効果的に運営できるのか

主な課題と論点！

分科会の主な意見

～平成30年度 決算審査～

総務分科会

ごみの再資源化と焼却を担うクリーンセンター

ごみ削減と再資源化の課題は

今後、行財政は効率的・効果的に運
営できるのか

初めての女性消防士の採用で職場
はどう変わったか

可燃ごみの組成分析は定期的に行っているのか。
また、その結果は公表しているのか。

分析はしているが、外部へ公表はしていない。

持ち込まれるごみの混入状況はどうか。混入が
わかったときの対応はどうか。

混入状況は不明。センターでは一般廃棄物、産
業廃棄物、事業系一般廃棄物の確認のみ行う。

問

答
問

答

経常収支比率が年々高くなっている。財政の硬直
化は今後も続くのか。

これから公債費が伸びていくため、厳しい状況
は続く。交付税は国勢調査人口を基礎としてお
り、令和 2年の国勢調査では人口が 4千人ほ
ど減る見込みのため、需要額は変わらなくても
交付税は落ちてくる見込みである。

物件費５０億５７００万円のうち、臨時職員の人
件費総額はいくらか。

５億９千万円ほどである。

問

答

問
答

女性消防士が配置されたが、職場や組織にはど
のような変化が見られるか。

救急現場では女性の患者さんも多く、より安心
感があり、「女性がいて良かった」との声を聞
いている。男性のみの職場に女性が入ることで、
組織の活性化にもつながると考えている。

問

答

◎燃やせるごみの中には、資源化できる雑紙やその他プラ、容器包装プラスチックが混ざっている。毎年10
億円にものぼるごみ処理経費を削減し、福祉等の事業に生かせるようにするべきである。

◎生ごみ、食品ロス、雑がみ分別の意義を市民が理解し、納得する政策を展開することで、もっと大幅に
可燃ごみは減らすことができる。

◎女性消防士がいて良かったとの声を聞く。今後、女性消防士を複数配置するよう考えるべきである。
◎会計年度任用職員制度を控え、今後、人件費等が増える。余裕をもって事業計画にあたるべきである。
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○支え合う地域福祉の推進は
○子育て支援の総合的な推進について
○未来を拓く学校教育の充実を

主な課題と論点！

分科会の主な意見

文教厚生分科会

一緒に遊びましょ！

民生委員の担い手不足の課題があるが。

物理的・精神的な負担はある。負担軽減につい
ては検討している。

高齢化への具体的な対策として、改選に向けて
地域を越えた活動により、負担軽減などの方策
は検討されたのか。

定員問題は検討していない。地域間の問題は各
町の民生委員協議会で検討、具体的な方策は検
討していない。

問
答
問

答

発達障害児童数が増加しているが。

４歳児健診を実施し、就学につなげていく支援
体制はできた。よりよいものにする必要がある。

家庭子ども相談件数が増加しているが、体制上
の課題は。

通告件数が増加している中、臨時職員の雇用が
週２日のみの勤務となった。臨時職員がケース
会議に出席、記録の整理をしている。

保育士の充足率は。

年度途中の保育士の確保は難しい。

問
答
問
答

問
答

中学校での不登校生徒が増加しているが。

臨床心理士の配置、子ども未来課で対応。

いじめの現状は。

誹謗中傷など認知件数は増加しているが、重大
ないじめはない。

学力向上についての総括は。

全国学力学習調査においては、全国・府平均以上、
学校の格差、学年や個の格差については課題。

指導主事配置の効果は。

いろいろな意味で底上げになり、学校経営が安定。

問
答
問
答
問
答
問
答

◎高齢化が著しい中、民生児童委員の活動は民生安定に大きな役割を担っている。複雑なケースが増加する中
で、委員に求められる負担が増大している。負担軽減、定員や年齢制限、地域割など在り方の検討が必要で
ある。

◎発達障害児等早期発見・早期療育支援事業は10年経過しており、一定のデータの蓄積や連携を重ねている。
10年間の総括を行い、よりよい切れ目のない支援体制やシステムを構築すべきである。

◎児童生徒に「生きる力」を育んでいくためには、教員の資質の向上は重要である。特に、今日いじめや不登
校が増加する傾向がある中で、指導者としての責任は重い。併せて指導主事の果たす役割も大きい。

子育て支援、支援体制に課題が

子どもたちに生きる力を育成する
指導や体制について検証すべき

民生児童委員の負担軽減などの課題を
整理し、将来に向けての対策を講じること
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○人材不足対策の取り組みは
○観光地のトイレの老朽化について
○下水道接続率向上について

主な課題と論点！

分科会の主な意見

産業建設分科会

整備された「かぶと山園地」のトイレ

下水道接続率の向上について

人材確保への事業効果は

観光地のトイレの老朽化対策について

◎海や公園のトイレ管理について、観光客に喜ばれるトイレとなるよう努めていただきたい。
◎人材確保対策として、次世代を担う小学生や中学生に地場産業に触れる機会を提供する事業の拡大が
必要である。

◎年々空家が増加すると考えられる。特定危険空家にならないように相続財産管理人制度も活用しながら
抑制に努めていただきたい。

◎下水道への接続率が課題である。公用車へのラッピング、Ｔシャツを自前で作成するなどＰＲ活動を
しているが、担当課としての引き続きの努力をお願いしたい。

企業の人材不足の実態は。

特に機械金属業、加えて観光業も人材不足が深
刻である。

人材確保育成の取り組みは。人材不足への対応
については。

説明会を３月に実施した。大学３回生と保護者
を対象に同時に開催した。求職側のＰＲやイメー
ジをしっかり発信していくことが重要である。

問
答

問

答

接続率向上が課題である。平成３０年度は
５８. ８％であるが、どう捉えているか。

ここ３年の接続率を見ると、０.３％増、２.６％増、
１.８％増となっており、接続率は良くなってい
る。ＰＲしながら進めていきたい。

網野処理区の接続率が低いのはなぜか。

意向調査を行って公共ますを設置しているが、
接続への意識が低いと分析している。

問

答

問
答

観光立市を目指す本市として、トイレの老朽化
についてどう考えているか。

ほとんどが老朽化しているのが現状である。使
用できない場合には修繕して使えるようにして
いる。

全体の整備計画を持ちながら改修する考えはな
いのか。

起きた事象に対して、緊急性があるものから予
算確保する方が合理的であると考えている。

問

答

問

答
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反
対
討
論 

●
市
内
の
零
細
企
業
や
小
売
業

者
の
経
営
を
後
押
し
す
る
施
策

が
打
て
て
い
な
い
。
ま
た
、
農
林

水
産
業
者
や
一
次
産
業
を
守
る
た

め
、
地
域
の
経
済
を
し
っ
か
り
と

循
環
さ
せ
る
仕
組
み
を
大
胆
に

打
つ
べ
き
だ
が
、
で
き
て
い
な
い
。

●
本
市
は
美
食
観
光
を
進
め
て

い
る
が
、
海
水
浴
場
な
ど
の
海
岸

を
含
む
観
光
地
の
ト
イ
レ
が
お
粗

末
な
と
こ
ろ
が
見
受
け
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
場
所
の
ト
イ
レ
の

改
修
計
画
は
な
く
、
壊
れ
た
ら
直

す
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
で
は
観

光
客
へ
の
魅
力
づ
く
り
と
は
な
ら

な
い
。

●
参
考
書
や
夏
季
、
冬
季
講
習
な

ど
の
塾
代
、
模
擬
試
験
料
な
ど
多

額
の
教
育
費
が
か
か
る
現
状
が

あ
る
中
、
高
校
生
へ
の
奨
学
金
の

カ
ッ
ト
な
ど
、
本
来
、
削
ら
れ
て

は
な
ら
な
い
支
援
が
削
ら
れ
て
い

る
。
子
育
て
応
援
と
は
な
っ
て
い

な
い
。

●
毎
年
多
く
出
さ
れ
る
地
区
要

望
に
は
優
先
順
位
を
つ
け
て
対

応
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
人

命
に
か
か
わ
る
箇
所
へ
の
整
備
は

早
急
に
対
応
す
べ
き
だ
。
ま
た
、

地
域
協
働
型
小
規
模
公
共
事
業

の
制
度
を
さ
ら
に
拡
充
し
て
、
市

民
に
身
近
な
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を

一
層
進
め
る
べ
き
だ
が
、
で
き
て

い
な
い
。

●
米
軍
経
ヶ
岬
レ
ー
ダ
ー
基
地

に
関
し
て
、
境
界
を
越
え
て
の
違

法
掘
削
、
交
通
事
故
情
報
の
非

開
示
、
レ
ー
ダ
ー
不
停
止
に
よ
る

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
搬
送
の
遅
れ
な
ど

の
問
題
が
次
々
と
発
生
し
て
い

る
。
住
民
の
安
心
、安
全
の
確
保

が
決
算
に
お
い
て
生
か
さ
れ
て
い

な
い
。

 

賛
成
討
論 

●
山
陰
近
畿
自
動
車
道
の
整
備

に
先
立
っ
て
地
籍
調
査
を
進
め
て

い
る
が
、
国
交
省
な
ど
へ
の
要
望

の
結
果
、
優
先
配
分
と
し
て
平
成

29
年
度
分
を
上
回
る
予
算
が
獲

得
で
き
た
。
大
宮
・
峰
山
区
間
の

令
和
元
年
度
内
に
地
籍
調
査
が

完
了
す
る
見
通
し
に
つ
い
て
評
価

す
る
。

●
フ
ー
ド
ト
レ
イ
ル
創
造
事
業
で

は
、「
フ
ル
ー
ツ
ト
レ
イ
ル
」
を
実

施
し
た
初
年
度
で
２
４
０
０
杯
を

売
り
上
げ
、
話
題
性
も
あ
っ
た
。

フ
ル
ー
ツ
ト
レ
イ
ル
と
い
う
企
画

自
体
が
京
丹
後
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

●
豊
富
な
食
材
を
生
か
し
た
美

食
観
光
の
推
進
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

活
用
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
も
つ

な
が
る
。
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ

ゲ
ー
ム
ズ
大
会
を
視
野
に
、
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
に
期
待
し
た
い
。

●
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
人

材
確
保
や
就
職
支
援
は
、
市
の
地

域
雇
用
促
進
協
議
会
に
お
い
て
、

行
政
、
金
融
機
関
、
企
業
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
中
、

動
き
が
出
て
き
て
お
り
評
価
で

き
る
。

●
夢
ま
ち
創
り
大
学
で
は
、
協
定

を
結
ぶ
大
学
の
持
つ
知
見
を
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
せ
る
よ
う
地

域
と
協
議
し
な
が
ら
取
り
組
み
、

若
者
が
移
住
・
定
住
す
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

●
相
次
ぐ
台
風
、
豪
雨
に
よ
る
災

害
復
旧
対
応
で
は
、
建
設
業
者
の

災
害
復
旧
工
事
入
札
へ
の
応
札

が
な
く
、
深
刻
な
状
況
と
な
っ

た
。
こ
の
窮
状
を
国
交
省
、
財
務

省
、
京
都
府
に
訴
え
て
、
復
旧
工

事
の
未
契
約
分
を
全
国
で
唯
一

「
事
故
繰
越
」
と
い
う
制
度
で
認

め
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
は
感
謝

し
、
評
価
し
た
い
。

【
賛
成
16
・
反
対
４
で
認
定
】

一般会計一般会計
決算認定の討論決算認定の討論

フルーツトレイルで憩う観光客

大敷網漁で活躍する漁船
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◆決算審査討論



　

家
庭
的
保
育
事
業
者
は
連

携
協
力
事
業
者
を
適
切
に
確

保
す
る
。
経
過
措
置
を
５
年

か
ら
10
年
に
改
正
。
児
童
福

祉
法
に
定
め
る
保
育
士
の
欠

格
事
項
の
条
項
を
削
除
。
国

の
幼
児
教
育
・
保
育
無
償
化

の
実
施
に
伴
い
、
特
定
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
を

加
え
る
と
い
う
も
の
。

 

主
な
質
疑 

問
保
育
士
の
適
格
条
項
の

変
更
内
容
は
何
か
。

答
児
童
福
祉
法
の
成
年
被

後
見
人
が
欠
格
事
項
と
し
て

あ
っ
た
も
の
を
削
除
し
た
。

問
家
庭
的
保
育
事
業
は
、条

例
で
枠
は
つ
く
る
が
、
当
面

の
考
え
方
は
。

答
現
在
、
家
庭
的
保
育
事
業

を
市
内
で
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
は
な
い
。
い
つ
申
し
出
が

あ
っ
て
も
対
応
が
で
き
る
よ

う
に
改
正
を
行
う
。

 

反
対
討
論 

・
国
の
基
準
に
従
い
規
制
が

緩
和
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
。

今
ま
で
頑
張
っ
て
推
進
し
て

き
た
京
丹
後
市
の
保
育
の
水

準
を
下
げ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
条
例
で
あ
る
。

・
今
回
の
改
正
で
は
、
連
携

協
力
の
緩
和
や
自
園
調
理
機

能
の
設
置
義
務
に
つ
い
て
、

５
年
猶
予
か
ら
10
年
猶
予
に

改
め
る
も
の
。
３
歳
未
満
児

の
保
育
で
は
特
に
栄
養
面
や

衛
生
面
、
離
乳
食
や
ア
レ
ル

ギ
ー
な
ど
の
対
応
に
個
々
に

丁
寧
に
応
じ
て
、
き
め
細
や

か
な
保
育
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

し
っ
か
り
と
安
心
安
全
を

確
保
し
て
い
く
保
育
が
大
切

で
あ
り
反
対
と
す
る
。

【
賛
成
17
・
反
対
４
で
可
決
】

　

森
林
環
境
税
及
び
森
林
環

境
譲
与
税
に
関
す
る
法
律
の

公
布
に
伴
い
、
令
和
元
年
度

か
ら
森
林
環
境
譲
与
税
が
都

道
府
県
・
市
町
村
に
譲
与
さ

れ
る
。
当
該
譲
与
税
を
森
林

整
備
及
び
そ
の
促
進
等
に
活

用
す
る
た
め
基
金
条
例
を
制

定
す
る
。（
国
税
と
し
て
森
林

環
境
税
千
円
を
令
和
６
年
度

か
ら
徴
収
）

 

主
な
質
疑 

問
豊
か
な
森
を
育
て
る
府

民
税
で
は
、
森
林
の
間
伐
等

整
理
状
況
が
見
え
て
こ
な

い
。国
で
徴
収
す
る
税
で
は
、

新
た
に
整
備
や
間
伐
等
の
問

題
に
し
っ
か
り
活
用
さ
れ
る

の
か
。

答
府
民
税
に
よ
る
基
金
は
、

間
伐
や
人
材
育
成
、
担
い
手

の
確
保
、
木
材
利
用
の
促
進

や
普
及
啓
発
等
の
森
林
整

備
、
そ
の
促
進
に
関
す
る
財

源
と
す
る
。
国
で
徴
収
す
る

森
林
環
境
税
は
、経
営
管
理
・

森
林
管
理
す
る
た
め
に
活
用

す
る
。

問
豊
か
な
森
を
育
て
る
府

民
税
と
国
税
が
令
和
２
年
に

重
複
す
る
が
検
討
状
況
は
。

答
府
民
税
の
廃
止
も
検
討

さ
れ
た
が
、
当
面
は
現
行
の

ま
ま
で
あ
る
。

問
森
林
環
境
譲
与
税
を
原

資
と
し
て
そ
の
年
度
内
に
使

わ
れ
る
な
ら
基
金
条
例
は
要

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
令
和
６
年
か
ら
を
前
倒

し
で
今
年
度
か
ら
譲
与
税
と

し
て
交
付
さ
れ
る
。
専
門
的

人
材
も
含
め
、
ま
だ
体
制
を

決
め
て
い
な
い
。
ま
ず
基
金

に
積
み
上
げ
事
業
の
進
め
方

を
決
め
て
い
く
。

問
計
画
の
期
間
は
。

答
全
体
と
し
て
20
年
、
30
年

を
見
渡
し
た
計
画
と
し
て
考

え
て
い
る
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方

自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
に
よ
り
、
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
が
創
設
さ
れ
、

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
す
る
も
の
。

 

主
な
質
疑 

問
現
在
の
臨
時
・
非
常
勤
職

員
が
希
望
す
れ
ば
全
て
継
続

採
用
さ
れ
る
の
か
。

答
本
年
中
に
公
募
し
面
接

等
の
試
験
を
行
う
。

問
フ
ル
タ
イ
ム
と
パ
ー
ト

タ
イ
ム
の
考
え
方
は
。

答
フ
ル
タ
イ
ム
は
医
師
等

を
想
定
し
、
そ
れ
以
外
は

パ
ー
ト
タ
イ
ム
を
想
定
し
て

い
る
。

問
公
民
館
長
、資
料
館
長
な

ど
は
、継
続
任
用
さ
れ
る
の
か
。

答
公
民
館
長
は
正
職
を
充

て
る
か
兼
務
に
す
る
、
ま
た

は
再
任
用
職
員
を
充
て
る
こ

と
を
検
討
す
る
。
資
料
館
の

館
長
は
会
計
年
度
任
用
職
員

と
し
て
公
募
す
る
。

問
会
計
年
度
任
用
職
員
は

正
規
雇
用
さ
れ
る
の
か
。

答
市
職
員
の
採
用
試
験
を

改
め
て
受
け
る
こ
と
と
な
る
。

 

意
見
交
換 

　

臨
時
非
正
規
職
員
の
正
規

化
や
正
職
員
の
定
員
拡
大
な

ど
根
本
策
が
な
い
。
本
制
度

の
創
設
で
非
常
勤
の
職
員
を

人
員
の
調
整
弁
と
す
る
状
況

が
合
法
化
さ
れ
る
。
臨
時
職

員
の
処
遇
改
善
が
十
分
さ
れ

る
の
か
。

 

賛
成
討
論 

・
給
与
表
や
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
を
定
め
る
こ
と
で

処
遇
改
善
に
つ
な
が
る
。
従

来
の
報
酬
額
は
、
本
制
度
に

移
行
さ
れ
て
も
下
回
ら
な
い

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

 

反
対
討
論 

・
一
般
職
給
与
表
適
用
を
す

る
が
、
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
を
つ
く
る
の
で
は
な
い
か
。

処
遇
改
善
と
い
え
る
の
か
。

多
く
の
女
性
が
対
象
と
な
り

女
性
活
躍
社
会
と
な
ら
な

い
。
勤
務
時
間
短
縮
で
事
実

上
給
与
カ
ッ
ト
と
な
る
。

・
正
規
か
ら
非
正
規
へ
の
置

き
換
え
で
あ
り
、
非
正
規
職

員
の
処
遇
改
善
に
は
つ
な
が

ら
な
い
。

【
賛
成
16
反
対
４
で
可
決
】

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の一部
改
正

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の一部
改
正

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
の
制
定

森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条
例
の
制
定

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
創
設

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
創
設
・・
給
与
給
与

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
制
定

森林整備への活用に期待

かぶと山こども園
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◆条例



令和元年度一般会計補正予算
（第３号）

歳入歳出それぞれに６１３８万円を追加

●定住・交流促進事業 ………… １１００万円
移住促進住宅整備事業等に、所要額を追加するもの

●交通安全活動事業 ………………… ９０万円
高齢者による交通事故の防止を目的として、ブレーキペダル踏み間違い
時の加速抑制装置の購入・取り付け費用の一部を補助するもの

●家庭ごみ収集運搬事業 ………… ７７０万円
令和元年１０月１日から新ごみ袋への移行に際し、現行のごみ袋の回収と
新ごみ袋への交換業務の所要額を追加するもの

●災害復旧事業費 ……………… ３５００万円
平成２９年度、３０年度に発生した災害復旧事業の執行見込みに合わせ、
所要額を追加するもの

 

主
な
質
疑 

交
通
安
全
活
動
事
業

問
高
齢
者
の
安
全
運
転
支

援
装
置
補
助
金
は
、
来
年
度

の
９
月
末
ま
で
の
１
年
間
の

期
限
付
き
だ
が
、
そ
の
後
は

ど
う
な
る
の
か
。

　

ま
た
、
そ
の
補
助
率
及
び

制
度
の
対
象
が
75
歳
以
上
と

な
っ
て
い
る
理
由
は
。

答
国
で
は
安
全
運
転
支
援

装
置
の
普
及
に
つ
い
て
、
本

年
度
中
に
一
定
の
方
向
性
を

出
し
、
来
年
度
以
降
に
お
い

て
具
体
的
な
制
度
実
施
を

行
っ
て
い
く
と
し
て
い
る
。

本
市
で
は
そ
の
間
の
緊
急
対

策
と
し
て
市
の
単
費
で
１
年

期
限
の
つ
な
ぎ
の
制
度
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

他
の
市
町
の
先
進
事
例
を

参
考
に
２
分
の
１
の
補
助
率

と
し
約
30
件
分
を
見
込
み
、

超
過
す
る
分
は
さ
ら
に
追
加

補
正
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

運
転
免
許
の
自
主
返
納
は
８

割
以
上
が
75
歳
以
上
で
あ

り
、
運
転
に
不
安
が
あ
る
方

を
応
援
す
る
趣
旨
で
75
歳
以

上
と
し
た
。

家
庭
ご
み
収
集
運
搬
事
業

問
現
行
の
ご
み
袋
と
新
し

い
ご
み
袋
の
交
換
に
か
か
る

経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
。

答
買
取
費
用
と
し
て
７
０
０

万
円
を
計
上
し
た
。
本
市
で

は
、
ご
み
袋
の
購
入
が
ご
み

処
理
手
数
料
と
い
う
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。
３
月
定
例

会
で
５
割
の
値
上
げ
が
承
認

さ
れ
た
。
新
し
い
デ
ザ
イ
ン

の
ご
み
袋
で
出
し
て
い
た
だ

き
、
値
上
げ
前
の
ご
み
袋
と

区
別
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

現
行
の
ご
み
袋
の
使
用
期

限
は
12
月
21
日
で
あ
り
、
買

取
期
限
は
来
年
３
月
末
で

あ
る
。【

全
員
賛
成
で
可
決
】安全運転支援装置の普及で事故防止へ
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◆補正予算



　

峰
山
途
中
ケ
丘
公
園
陸

上
競
技
場
改
修
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

◆ 

工
事
請
負
契
約
の
目
的

と
主
な
内
容

　

峰
山
途
中
ケ
丘
公
園
陸
上

競
技
場
を
、
日
本
陸
連
第
３

種
公
認
陸
上
競
技
場
と
し
て

認
定
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
改
修
整
備
を
行
う
こ
と
が

目
的
で
あ
る
。
改
修
工
事
の

主
な
内
容
は
、
４
０
０
ｍ
ト

ラ
ッ
ク
部
分
、及
び
フ
ィ
ー
ル

ド
競
技
部
分
を
全
天
候
対
応

の
ゴ
ム
チ
ッ
プ
ウ
レ
タ
ン
舗

装
に
、
砲
丸
投
げ
、
や
り
投

げ
な
ど
投
て
き
競
技
部
分
を

全
天
候
対
応
の
ゴ
ム
チ
ッ
プ

ウ
レ
タ
ン
舗
装
、
天
然
芝
、
ク

レ
ー
舗
装
と
す
る
。
ま
た
、

イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
及
び
ア
ウ

ト
フ
ィ
ー
ル
ド
を
天
然
芝
舗

装
と
す
る
。
そ
の
他
、
１
０

０
分
の
１
秒
ま
で
計
測
で
き

る
電
気
計
時
、
写
真
判
定
設

備
設
置
の
た
め
の
電
線
管
の

配
置
な
ど
。

◆ 

主
な
質
疑 

問
フ
ィ
ー
ル
ド
内
は
天
然
芝

で
な
く
、
ほ
か
の
方
法
は
な

い
の
か
。

答
第
３
種
公
認
の
認
定
を

受
け
る
た
め
に
は
、
イ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
内
を
天
然
芝
か

人
工
芝
に
す
る
必
要
が
あ

り
、コ
ス
ト
を
考
え
た
結
果
、

天
然
芝
と
し
た
。

問
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
は
一

般
市
民
の
使
用
上
、
制
限
が

か
か
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。

答
競
技
場
の
内
外
を
区
別

す
る
た
め
フ
ェ
ン
ス
を
設
置

す
る
。
個
人
的
に
中
を
使
用

す
る
た
め
に
は
申
請
が
必
要

で
、
使
用
料
も
検
討
し
て
い

る
。

◆ 

意
見
交
換

〇
維
持
管
理
経
費
を
い
か
に

安
く
抑
え
て
い
く
か
、ま
た
、

本
市
の
中
心
的
な
ス
ポ
ー
ツ

施
設
と
し
て
、
誰
も
が
利
用

し
や
す
い
施
設
に
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

◆ 

討 

論

 

反
対
討
論 

〇
子
ど
も
の
数
が
減
少
す
る

現
状
の
中
で
、
こ
の
事
業
を

進
め
て
よ
い
の
か
。
ま
た
、

年
間
維
持
費
が
３
２
０
０
万

円
、
20
年
間
で
６
億
４
０
０

０
万
円
と
な
る
が
、
天
然
芝

工
事
が
大
き
な
要
因
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
体
育
協
会
全

体
の
声
を
反
映
し
た
事
業
な

の
か
。
む
し
ろ
観
客
席
の
あ

る
社
会
体
育
館
の
整
備
が
必

要
で
は
な
い
か
。

【
賛
成
18
・
反
対
３
で
可
決
】

　

特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
等
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
に

お
け
る
審
査

◆ 

審
査
の
概
要

　

３
〜
５
歳
の
幼
稚
園
、
保

育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
利
用

料
の
無
償
化
、
０
〜
２
歳
で

施
設
を
利
用
す
る
住
民
税
非

課
税
世
帯
を
対
象
と
し
た
利

用
料
の
無
償
化
、
幼
稚
園
の

預
か
り
保
育
、
及
び
認
可
外

保
育
施
設
等
利
用
料
の
無
償

化
。
ま
た
、
無
償
化
の
対
象

外
と
な
っ
て
い
る
副
食
費
を

基
本
的
に
保
護
者
の
負
担
と

す
る
考
え
方
に
基
づ
い
た
取

り
扱
い
。

◆ 

主
な
質
疑 

問
減
免
対
象
者
の
拡
充
は

ど
う
な
る
の
か
。

答
基
本
的
に
は
、
生
活
保
護

世
帯
相
当
か
ら
、
３
６
０
万

円
未
満
相
当
世
帯
ま
で
拡
充

さ
れ
る
。

問
制
度
改
正
に
よ
り
恩
恵

を
受
け
る
子
ど
も
の
数
は
ど

う
か
。

答
完
全
無
償
化
に
な
る
子

ど
も
は
６
９
９
人
、
何
ら
か

の
恩
恵
を
受
け
る
子
ど
も
は

３
０
１
人
。

問
副
食
費
も
市
が
負
担
す

る
と
す
れ
ば
、
い
く
ら
の
財

源
が
必
要
か
。

答
２
号
の
３
歳
児
以
上
保

育
で
は
月
額
４
５
１
万
２
６

０
０
円
、
１
号
の
幼
稚
園
の

３
歳
児
以
上
は
月
額
62
万
２

８
０
０
円
、
合
計
で
５
１
３

万
５
４
０
０
円
に
な
る
。

問
無
償
化
後
の
市
の
実
質

的
な
持
ち
出
し
額
は
い
く
ら

か
。

答
月
額
82
万
３
０
０
０
円
、

年
額
で
９
８
７
万
６
０
０
０

円
の
負
担
軽
減
と
な
る
。

問
軽
減
分
を
市
の
独
自
策

と
し
て
子
育
て
支
援
を
充
実

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
そ
の
思
い
は
あ
る
が
他

の
無
償
化
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
な
い
。

◆ 

主
な
意
見

〇
市
と
し
て
約
１
０
０
０
万

円
の
負
担
軽
減
と
な
る
が
、

こ
の
財
源
を
子
育
て
支
援
の

た
め
の
新
た
な
施
策
に
活
用

す
る
方
向
を
打
ち
出
さ
な

か
っ
た
こ
と
は
、
子
育
て
日

本
一
を
う
た
う
本
市
と
し
て

は
残
念
で
あ
る
。

〇
乳
児
の
入
所
希
望
の
多
い

本
市
で
は
、
２
歳
未
満
児
の

無
償
化
を
拡
大
す
る
こ
と
こ

そ
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

◆ 

主
な
討
論

 

賛
成
討
論 

〇
市
独
自
の
子
育
て
支
援
の

拡
大
が
な
か
っ
た
こ
と
は
残

念
で
あ
る
。
市
の
負
担
軽
減

分
約
１
０
０
０
万
円
は
、
保

育
、
幼
児
教
育
の
分
野
に
あ

て
る
べ
き
で
あ
る
。
今
後
、

要
望
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ

る
、
０
歳
か
ら
３
歳
未
満
ま

で
の
乳
幼
児
の
受
け
入
れ
態

勢
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。

【
賛
成
全
員
で
可
決
】

8
月

臨
時
会

日
本
陸
連
第
３
種
公
認
へ

日
本
陸
連
第
３
種
公
認
へ

峰
山
途
中
ケ
丘
公
園
陸
上
競
技
場
を
リ
ニ
ュ

峰
山
途
中
ケ
丘
公
園
陸
上
競
技
場
を
リ
ニ
ュ
ーー
ア
ル
ア
ル

６
９
９
人
の
子
ど
も
が
完
全
無
償
化
に

６
９
９
人
の
子
ど
も
が
完
全
無
償
化
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
１
人
に
何
ら
か
の
恩
恵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
１
人
に
何
ら
か
の
恩
恵

改修工事後の峰山途中ヶ丘陸上競技場
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9月定例会 一般質問
一般質問は、令和元年9月11日、12日、13日の日程で行い、
　18人の議員が質問し、市長や教育長に答弁を求めました。

掲載は質問順、内容は本人から提出された要約原稿です。また、ケーブルテレビ11チャンネル
での放送や京丹後市ホームページで配信していますのでご覧ください。

https://www.city.kyotango.lg.jp/shigikai/
議会を傍聴しましょう　パソコンやスマート
フォンで議会の中継・録画が視聴できます

京丹後市議会 検 索

市
長

一般質問

政 友 会

由 利 敏 雄

問
図
書
館
整
備
に
つ
い

て
の
長
年
に
わ
た
る
文
教

厚
生
委
員
会
の
指
摘
、
議

会
の
附
帯
意
見
を
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
の
か
。

教
育
長

文
教
厚
生
委
員

会
の
指
摘
、
附
帯
意
見
は

重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

問
図
書
館
整
備
の
進
捗

状
況
は
。

教
育
長

老
朽
化
、
利
便

性
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

峰
山
図
書
館
、
大
宮
・
弥

栄
図
書
室
は
議
論
が
で
き

て
い
な
い
。

問
市
民
や
子
育
て
世
代

も
含
め
た
議
論
を
積
み
重

ね
る
と
の
市
長
答
弁
は
ど

う
な
っ
た
の
か
。

市
長
ま
ず
は
教
育
委
員

会
で
議
論
す
る
こ
と
。
財

政
面
等
は
市
長
の
責
任
と

し
て
考
え
る
。
議
論
は
で

き
て
い
な
い
。

問
今
後
、
図
書
館
整
備
は

ど
う
す
る
の
か
。

教
育
長

峰
山
図
書
館
、

大
宮
・
弥
栄
図
書
室
に
つ

い
て
は
、
複
合
施
設
や
財

政
負
担
の
課
題
が
あ
り
、

市
全
体
の
ス
タ
ン
ス
の
中

で
検
討
、
一
定
の
時
間
が

必
要
で
あ
る
。

問
市
長
の
任
期
中
に
方

向
性
も
出
な
い
の
か
。

市
長
無
理
で
あ
る
。

子
ど
も
に
と
っ
て
学
校
給

食
は
ど
う
あ
る
べ
き
か

問
学
校
給
食
の
教
育
的

意
義
の
認
識
は
。

教
育
長

教
育
活
動
に
お

い
て
は
、
生
き
た
教
材
と

し
て
重
要
で
あ
る
。

問
給
食
施
設
の
老
朽
化

へ
の
対
応
は
。

教
育
長

セ
ン
タ
ー
方
式

を
検
討
し
て
い
る
。

問
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど

も
へ
の
対
応
は
。

教
育
長

セ
ン
タ
ー
方
式

で
は
、
専
門
員
の
配
置
や

除
去
食
の
設
備
を
設
置
す

る
の
で
、
学
校
と
同
じ
よ

う
に
対
応
で
き
る
。

問
食
育
、
地
産
地
消
な
ど

に
も
影
響
は
な
い
か
。

教
育
長

影
響
は
な
い
。

問
今
後
の
方
向
性
は
。

教
育
長

セ
ン
タ
ー
方
式

に
つ
い
て
は
、
環
境
に
配

慮
し
た
効
率
的
な
施
設
、

安
心
・
安
全
な
給
食
の
提

供
、
食
育
の
核
と
な
る
施

設
に
つ
い
て
、
保
護
者
と

も
議
論
を
し
て
い
く
。

懸
案
と
な
っ
て
い
る
「
図
書
館

整
備
」は

任
期
中
は
無
理

一
定
の
時
間
が
必
要
で
あ
る

広々とした久美浜図書室
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市
長

一般質問

一般質問

政 友 会

政 友 会

藤 田 　 太

水 野 孝 典

問
平
成
４
年
に
関
係
区

よ
り
外
村
バ
イ
パ
ス
の
陳

情
書
が
提
出
さ
れ
、
紆
余

曲
折
は
あ
っ
た
が
事
業
着

手
が
決
定
し
た
。
府
立
医

科
大
学
付
属
北
部
医
療
セ

ン
タ
ー
へ
の
主
要
な
道
路

で
あ
り
、
救
急
医
療
の
面

か
ら
も
重
要
な
路
線
で
あ

る
が
、
現
在
の
進
捗
状
況

は
ど
う
か
。

市
長
平
成
４
年
、
弥
栄
町

内
で
７
㎞
の
バ
イ
パ
ス
計

画
が
あ
る
中
で
遅
れ
て
い

た
が
、
地
元
住
民
等
の
懸

命
な
要
望
活
動
に
よ
り
府

に
お
い
て
予
算
確
保
が
で

き
、
本
年
、
新
規
に
事
業

採
択
さ
れ
た
。

問
事
業
着
手
と
な
れ
ば

関
係
区
、
地
権
者
に
対
し

て
工
事
日
程
等
に
つ
い

て
、
親
切
丁
寧
な
説
明
が

必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
新
規
の
事
業
採
択

を
受
け
、
本
年
7
月
に
関

係
区
の
役
員
に
対
し
て
、

府
よ
り
概
要
説
明
を
行
っ

た
。
地
域
か
ら
の
意
見
も

伺
い
、
事
業
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

必
要
な
情
報
は
地
元
区
に

報
告
し
た
い
。

ち
り
め
ん
創
業
3
0
0
年

事
業
に
つ
い
て

問
事
業
を
統
括
す
る
総

合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
２

名
委
嘱
し
て
お
り
、丹
工
、

実
行
委
員
会
と
連
携
し

情
報
提
供
、
情
報
交
換
し

な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
も
受

け
て
い
る
。
ま
た
２
人
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、

大
手
ア
パ
レ
ル
傘
下
の
数

社
と
の
丹
後
単
独
の
プ
レ

ゼ
ン
会
も
実
現
し
た
成
果

の
事
例
も
報
告
さ
れ
た
が

課
題
は
な
い
か
。

市
長
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
運
用
、

活
用
、
日
本
遺
産
事
業
と

の
連
携
、
新
商
品
の
開
発

な
ど
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
て
い
る
。
今
後
は

２
人
と
の
関
係
を
ど
の
よ

う
に
し
て
継
続
し
て
い
け

る
か
が
課
題
で
あ
る
。

問
事
業
を
展
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、
業
界
は
今
後

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
と
思

う
か
。

市
長
産
地
と
し
て
和
装

も
大
事
で
あ
る
が
、
多
品

種
商
品
の
生
産
、
海
外
へ

の
動
き
も
重
要
で
あ
る
。

問
形
状
変
更
の
名
の
も

と
に
、
田
ん
ぼ
の
か
さ
上

げ
が
行
わ
れ
、
環
境
に
悪

影
響
を
も
た
ら
す
事
例
が

見
受
け
ら
れ
る
。
問
題
は

な
い
の
か
。

農
業
委
員
会
会
長
田
ん
ぼ

の
か
さ
上
げ
で
は
特
に
基

準
を
設
け
て
い
な
い
が
、

道
路
よ
り
高
く
な
ら
ず
、

法
面
が
崩
落
し
な
い
よ
う

指
導
し
て
い
る
。

問
農
業
委
員
会
独
自
に

指
導
の
基
準
や
制
限
を
設

け
る
必
要
は
な
い
の
か
。

農
業
委
員
会
会
長
そ
の
必

要
性
は
感
じ
て
い
る
。

問
農
地
転
用
の
申
請
を

怠
り
、
ま
た
申
請
と
異

な
っ
た
転
用
を
行
っ
た
場

合
の
罰
則
な
ど
は
ど
う

か
。

農
業
委
員
会
会
長
農
業
委

員
会
が
工
事
停
止
命
令
や

計
画
変
更
申
請
の
指
導
を

行
う
。
違
反
転
用
で
指
示

に
従
わ
な
い
場
合
、
京
都

府
が
原
状
回
復
命
令
を
出

す
。
法
律
に
は
罰
則
規
定

が
あ
る
。

大
宮
診
療
所
へ
の
進
入
路

は
ど
う
す
る
の
か

問
河
辺
区
民
セ
ン
タ
ー

が
建
設
中
だ
が
、
大
宮
診

療
所
の
新
駐
車
場
へ
の
進

入
路
は
ど
う
す
る
の
か
。

市
長
現
在
あ
る
市
道
か

ら
の
出
入
り
と
す
る
。

峰
山
イ
ン
タ
ー
ア
ク
セ
ス

道
路
の
整
備
に
つ
い
て

問
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備

に
よ
り
影
響
が
出
る
人
家

等
の
地
権
者
へ
の
説
明
は

十
分
か
。
理
解
や
同
意
は

得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

市
長
都
市
計
画
道
路
だ

が
、
家
屋
、
倉
庫
な
ど
へ

の
影
響
が
避
け
ら
れ
な
い

地
権
者
へ
は
、
詳
細
な
道

路
設
計
図
に
よ
り
個
別
に

丁
寧
な
説
明
を
行
う
。
構

造
等
の
再
検
討
が
必
要
な

場
合
は
、
で
き
る
だ
け
の

対
応
を
し
て
い
く
。

敬
老
乗
車
制
度
を
創
設
し

て
は
ど
う
か

問
運
転
免
許
証
の
有
無

に
関
係
な
く
、
70
歳
以
上

の
希
望
す
る
市
民
が
丹
海

バ
ス
な
ど
に
無
料
で
乗
れ

る
敬
老
乗
車
制
度
を
検
討

す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
制
度
化
す
る
考
え

は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

網
野
岩
滝
線
（
外
村
バ
イ
パ
ス
）

の
現
状
は

田
ん
ぼ
の
か
さ
上
げ
に
基
準
や

制
限
は
な
い
の
か

本
年
、
事
業
採
択
さ
れ
た

農
業
委
と
し
て
取
り
決
め
の
必

要
性
は
感
じ
て
い
る

300年事業に期待する織物業者

高くかさ上げされた田んぼ

農
業
委
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市
長

市
長

一般質問

一般質問

政 友 会

政 友 会

和 田 正 幸

松 本 経 一

問
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、
確

実
に
伸
び
て
い
る
が
、
天

橋
立
や
伊
根
に
比
べ
る

と
、
京
丹
後
市
は
、
ま
だ

ま
だ
伸
び
る
と
思
う
が
。

市
長
こ
れ
か
ら
は
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
に
い
か
に
取
り

組
ん
で
行
く
か
が
一
つ
の

柱
で
あ
り
、
京
丹
後
市
の

自
然
や
お
い
し
い
食
べ
物

を
、
海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
・

観
光
公
社
と
一
緒
に
考
え

て
い
く
。

問
６
月
か
ら
、
京
丹
後
市

観
光
公
社
が
発
足
し
、
観

光
公
社
の
取
り
組
み
は
ま

だ
こ
れ
か
ら
と
思
う
が
、

こ
の
間
の
観
光
公
社
の
状

況
は
。

市
長
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
外
国
人
向

け
や
、
国
内
者
向
け
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
設
し

立
ち
上
げ
た
。
観
光
業
者

も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

問
３
カ
月
間
で
、
変
わ
っ

た
こ
と
は
。

市
長
積
極
的
に
前
に
出

て
営
業
活
動
を
し
て
い

る
。事
業
者
の
皆
さ
ん
が
、

稼
ぐ
力
を
高
め
る
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い
る
。

問
観
光
に
携
わ
る
観
光

業
界
、
一
般
市
民
、
さ
ら

に
は
行
政
も
重
要
性
を
認

識
し
て
、
観
光
に
か
か
わ

る
人
た
ち
が
、
一
丸
と

な
っ
て
観
光
振
興
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
思
う
が
。

市
長
観
光
は
京
丹
後
市

の
大
き
な
基
幹
産
業
で
あ

る
た
め
重
要
だ
。

か
ぶ
と
山
登
山
道
は

問
登
山
道
の
検
討
状
況

や
具
体
的
な
事
業
計
画
の

予
定
は
。

市
長
道
路
の
拡
幅
工
事

は
公
図
混
乱
と
な
り
で
き

な
い
。
別
の
ル
ー
ト
に
つ

い
て
検
討
し
た
が
、
急
勾

配
地
に
道
路
を
作
る
の
は

難
し
い
。

海
岸
植
生
に
つ
い
て

問
日
本
の
夕
陽
百
選
に

も
選
ば
れ
た
ユ
ウ
ス
ゲ
の

群
生
地
を
保
全
し
て
は
。

市
長
国
立
公
園
と
し
て

の
資
源
を
守
る
観
点
で
対

応
す
る
。
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
は
、
環
境
省
と
協
議

し
て
い
く
。

問
公
共
施
設
利
用
料
金

改
正
案
に
つ
い
て
、
６
月

議
会
否
決
後
に
、
市
民
の

声
を
聞
く
公
聴
会
が
開
か

れ
た
。
再
提
案
時
期
な
ど

今
後
の
方
針
は
ど
う
か
。

市
長
も
っ
と
市
民
の
声

を
聞
く
べ
き
、
と
い
う
議

会
の
意
見
も
あ
り
、
公
聴

会
を
行
っ
た
。
再
提
案
の

時
期
は
決
め
て
い
な
い
。

問
ゴ
ミ
袋
に
関
し
、
値
上

げ
前
に
購
入
し
た
ゴ
ミ
袋

の
使
用
期
限
な
ど
、
市
の

対
応
は
一
方
的
だ
っ
た
。

市
民
目
線
の
市
政
運
営
に

な
っ
て
い
る
か
。

市
長
ゴ
ミ
袋
の
値
上
げ

に
つ
い
て
は
、
市
民
や
ゴ

ミ
袋
取
扱
店
に
混
乱
が
起

き
な
い
よ
う
な
対
応
を
考

え
た
。
意
見
を
真

に
受

け
止
め
て
進
め
て
い
る
。

市
の
経
済
循
環
に
つ
い
て

問
京
丹
後
市
の
地
域
経

済
循
環
分
析
に
よ
る
と
、

市
外
本
社
送
金
や
企
業
間

取
引
な
ど
で
、
年
間
数
百

億
円
が
市
外
に
流
出
し
て

い
る
。分
析
結
果
を
受
け
、

ど
の
よ
う
な
政
策
を
進
め

た
か
。

市
長
企
業
の
生
産
性
向

上
に
つ
な
が
る
補
助
金

や
、
観
光
客
の
増
加
策
な

ど
を
進
め
て
い
る
。

問
市
外
か
ら
稼
い
だ
お

金
を
市
内
で
循
環
さ
せ
、

市
内
か
ら
流
出
す
る
お
金

を
少
し
で
も
減
ら
す
政
策

が
必
要
だ
。

市
長
議
員
と
全
く
同
じ

考
え
だ
。

丹
後
の
豊
か
な
食
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を

問
事
業
停
止
し
た
市
の

配
食
調
理
施
設
を
、
調
理

人
の
レ
シ
ピ
研
究
や
、
食

の
イ
ベ
ン
ト
等
に
使
え
る

「
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
」と
し

て
活
用
で
き
な
い
か
。

市
長
現
在
、
別
の
厨
房
を

借
り
て
類
似
の
取
り
組
み

を
し
て
い
る
。

問
子
ど
も
が
自
宅
で
自

分
の
弁
当
を
作
り
、
学
校

で
食
べ
る
「
子
ど
も
弁
当

の
日
」
が
全
国
で
広
が
っ

て
い
る
。
京
丹
後
市
で
も

取
り
組
め
な
い
か
。

教
育
長

保
護
者
の
理
解

や
、
配
慮
す
べ
き
事
項
へ

の
対
応
も
あ
り
、
実
施
は

困
難
だ
。

こ
れ
か
ら
の
重
要
な
観
光
は

市
民
目
線
の
市
政
運
営
に
な
っ
て

い
る
か

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
重
要
だ

意
見
を
真

に
受
け
止
め
て
進

め
て
い
る

鹿の被害にあったユウスゲ

地域経済の好循環につながる政策を

13 2019.11

◆一般質問



市
長

一般質問

日本共産党

田 中 邦 生

問
食
料
自
給
率
が
過
去

最
低
の
37
％
と
な
っ
た
こ

と
は
重
大
事
態
だ
。
ト
ラ

ン
プ
政
権
言
い
な
り
に
譲

歩
す
る
安
倍
政
権
の
農
業

政
策
で
は
、
京
丹
後
の
農

業
を
守
る
こ
と
が
で
き
な

い
。「
日
米
貿
易
交
渉
は
直

ち
に
中
止
せ
よ
」
の
世
論

と
運
動
を
広
げ
、
食
料
主

権
と
食
料
安
全
保
障
を
確

立
し
食
料
自
給
率
を
引
き

上
げ
る
こ
と
が
緊
急
の
課

題
だ
。
市
長
も
声
を
上
げ

る
べ
き
だ
。
ま
た
、
農
業

次
世
代
人
材
投
資
事
業
の

予
算
を
国
が
減
額
し
た
。

新
規
就
農
者
へ
の
影
響
と

市
の
対
策
は
ど
う
か
。

　

こ
れ
ま
で
、
多
様
な
経

営
体
で
の
農
業
経
営
を
推

進
す
る
と
し
て
き
た
が
具

体
化
は
ど
う
か
。

市
長
食
料
安
全
保
障
に

つ
い
て
は
、
食
料
農
業
農

村
基
本
法
で
国
が
食
糧
の

安
定
確
保
を
図
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

農
業
次
世
代
人
材
投
資

事
業
の
減
額
で
10
人
の
新

規
就
農
者
の
交
付
が
未
決

定
と
な
っ
て
お
り
、
府
と

と
も
に
国
へ
予
算
確
保
を

要
望
し
て
い
る
。

　

農
業
経
営
の
推
進
で
は

多
面
的
機
能
支
払
い
交
付

金
を
１
０
９
組
織
に
、
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
い

交
付
金
を
47
集
落
に
交
付

し
て
支
援
し
て
い
る
。

学
校
給
食
調
理
の
５
セ
ン

タ
ー
方
式
は
拙
速
だ

問
学
校
給
食
は
、
食
育
の

要
で
あ
り
生
き
た
教
材
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

　

今
回
、
学
校
給
食
調
理

の
５
セ
ン
タ
ー
方
式
を
打

ち
出
し
た
こ
と
は
あ
ま
り

に
も
拙
速
で
あ
る
。
未
来

を
担
う
子
ど
も
に
と
っ
て

最
良
の
給
食
施
設
と
す
る

た
め
に
、
市
民
、
保
護
者

や
教
職
員
等
で
議
論
を
重

ね
る
こ
と
が
重
要
だ
が
。

教
育
長

給
食
施
設
の
老

朽
化
の
中
で
①
衛
生
的
で

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
で
き
る

新
た
な
施
設
、
②
学
校
給

食
衛
生
管
理
基
準
に
合
っ

た
も
の
、
③
教
育
活
動
の

一
環
、
を
課
題
と
し
て
検

討
し
た
。
５
セ
ン
タ
ー
方

式
を
原
案
と
し
て
示
し
、

議
論
を
し
て
い
く
。

食
料
主
権
と
食
料
安
全
保
障
の

確
立
を食

料
農
業
農
村
基
本
法
で
食
糧

の
安
定
確
保
を
図
る

農業生産基盤の再建で自給率の引き上げを

一般質問

日本共産党

橋本まり子

問
学
校
の
教
室
は
17
〜

28
度
の
間
で
温
度
測
定
し

管
理
さ
れ
る
べ
き
だ
が
エ

ア
コ
ン
が
な
く
、
暑
い
特

別
教
室
の
温
湿
度
も
測
定

さ
れ
て
い
る
の
か
。

教
育
長
し
て
い
な
い
。

問
教
育
は
未
来
へ
の
投

資
で
あ
る
と
考
え
る
。
市

と
し
て
子
育
て
教
育
予
算

の
拡
充
が
必
要
だ
が
、
ト

イ
レ
の
改
修
を
優
先
し
、

そ
の
後
に
特
別
教
室
の
エ

ア
コ
ン
設
置
の
計
画
だ
と

聞
く
。
中
学
校
の
音
楽
、

美
術
、
理
科
室
な
ど
必
要

な
特
別
教
室
に
エ
ア
コ
ン

設
置
し
た
場
合
に
か
か
る

予
算
の
概
算
は
。
有
利
な

財
源
活
用
は
考
え
ら
れ
る

か
。

教
育
長

工
事
の
条
件
に

よ
る
の
で
幅
は
あ
る
が
約

８
７
５
０
万
円
〜
1
億
３

千
万
円
か
か
る
。
学
校
環

境
整
備
交
付
金
な
ど
利
用

で
き
る
が
、
必
ず
採
択
さ

れ
る
と
は
か
ぎ
ら
ず
、
厳

し
い
。
国
に
も
予
算
要
望

を
続
け
て
い
る
。

米
軍
基
地
関
係
の
相
次
ぐ

約
束
違
反
に
対
し
て
市
は

ど
う
立
ち
向
か
う
の
か

問
市
民
の
安
心
安
全
を

守
る
た
め
約
束
違
反
に
は

粘
り
強
く
取
り
組
む
姿
勢

は
変
わ
り
な
い
か
。

市
長
安
心
安
全
を
確
保

し
、
問
題
課
題
に
は
府
と

も
連
携
し
て
取
り
組
む
。

問
当
初
に
比
べ
「
守
る
」

と
い
っ
て
い
た
約
束
遵
守

が
緩
く
な
っ
て
お
り
、

様
々
な
場
面
で
市
民
の
問

題
指
摘
が
先
行
し
て
い

る
。
騒
音
、
２
期
工
事
の

遅
れ
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
今
後
の
事
故

対
策
の
た
め
に
も
地
元
区

へ
の
事
故
報
告
は
必
要

だ
。
的
確
な
情
報
提
供
に

関
し
て
京
都
府
警
と
の
連

携
も
考
え
る
べ
き
だ
が
ど

う
か
。

市
長
発
電
機
の
騒
音
、
２

期
工
事
の
遅
れ
は
遺
憾
。

地
域
の
方
の
生
活
に
支
障

が
な
い
よ
う
申
し
入
れ
を

重
ね
て
い
る
。
交
通
対
策

に
つ
い
て
は
地
元
の
方
の

意
見
要
望
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
取
り
組
み
た
い
。

交
通
事
故
等
の
報
告
に
つ

い
て
京
都
府
警
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
今
の
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
。

学
校
の
特
別
教
室
の
エ
ア
コ
ン

設
置
を
早
急
に
！

予
算
が
許
せ
ば
や
り
た
い
が
ト

イ
レ
の
改
修
が
先
だ

工期遅れ。地元生活への配慮優先で！

教
育
長
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市
長

一般質問

日本共産党

松 本 直 己

問
児
童
福
祉
法
の
改
正

に
お
い
て
、「
地
方
公
共
団

体
は
、
日
常
生
活
を
営
む

た
め
に
医
療
を
要
す
る
状

態
に
あ
る
障
害
児
が
、
そ

の
心
身
の
状
態
に
応
じ
た

適
切
な
保
健
、
医
療
、
福

祉
そ
の
他
の
支
援
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ

る
。
現
在
は
、
受
け
入
れ

の
な
い
医
療
的
ケ
ア
を
必

要
と
す
る
児
童
の
保
護
者

か
ら
来
年
度
の
入
所
希
望

が
あ
っ
た
場
合
、
市
と
し

て
受
け
入
れ
を
行
う
考
え

は
あ
る
か
問
う
。

教
育
長

保
護
者
か
ら
入

所
希
望
が
あ
れ
ば
保
育
の

利
用
に
つ
い
て
可
能
な
限

り
体
制
を
整
備
し
て
受
け

入
れ
が
で
き
る
よ
う
に
と

考
え
て
い
る
。

問
市
の
認
定
こ
ど
も
園

へ
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と

す
る
児
童
が
入
所
す
る

際
、
さ
ま
ざ
ま
な
整
備
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
、
市

は
整
備
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
問

う
。

教
育
長
看
護
師
の
配
置
、

医
療
的
ケ
ア
児
の
保
育
対

応
が
で
き
る
研
修
を
受
け

た
保
育
士
の
配
置
、
主
治

医
と
の
連
絡
体
制
の
整

備
、
保
護
者
と
の
綿
密
な

連
絡
協
力
が
必
要
。
万
全

の
体
制
を
作
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問
日
常
生
活
を
営
む
た
め

に
、
医
療
を
必
要
と
す
る

障
害
児
が
増
加
し
て
い

る
。
市
の
対
応
を
問
う
。

市
長
第
三
次
障
害
者
計

画
の
中
で
も
重
要
課
題
と

位
置
付
け
て
い
る
。
関
係

機
関
が
、
連
携
を
密
に
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

避
難
所
で
あ
る
体
育
館
の

エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

問
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

債
で
、
指
定
避
難
所
で
あ

る
地
域
の
体
育
館
に
エ
ア

コ
ン
設
置
を
行
う
市
町
村

が
あ
る
。こ
の
事
業
債
は
、

国
の
補
助
率
が
10
分
の
7

と
な
っ
て
い
る
の
で
市
町

村
の
負
担
が
少
な
く
済

む
。
市
の
事
業
債
活
用
の

考
え
を
問
う
。

市
長
体
育
館
の
エ
ア
コ

ン
設
置
は
必
要
だ
と
考
え

る
が
、
財
政
面
や
期
間
的

な
面
で
活
用
は
難
し
い
。

市
の
認
定
こ
ど
も
園
に
医
療
的

ケ
ア
児
の
入
所
を

来
年
度
入
所
に
向
け
受
入
れ
体

制
の
整
備
を
行
う

医療的ケア児の入所整備が必要なこども園

一般質問

日本共産党

平林智江美

問
ご
み
手
数
料
の
値
上

げ
は
、
３
月
議
会
で
共
産

党
以
外
の
賛
成
で
決
ま
っ

た
。
新
旧
の
ご
み
袋
へ
の

対
応
が
広
報
７
月
号
と

９
月
号
で
知
ら
さ
れ
た
。

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
、「
古
い
ご
み
袋
が
最

後
ま
で
使
え
な
い
の
か
」

「
ご
み
袋
が
ご
み
に
な
る

の
は
お
か
し
い
」
な
ど
あ

ま
り
に
も
不
親
切
な
や
り

方
に
、
市
民
か
ら
怒
り
の

声
が
届
い
て
い
る
。
古
い

ご
み
袋
を
最
後
ま
で
使
う

と
い
う
検
討
は
な
か
っ
た

の
か
。

市
長
い
つ
ま
で
も
古
い

袋
を
使
う
と
い
う
こ
と

は
、
市
民
へ
の
負
担
の
公

平
性
か
ら
考
え
て
、
よ
く

な
い
。
駆
け
込
み
購
入
も

心
配
さ
れ
た
。

問
回
収
ご
み
袋
は
、
約
26

万
枚
と
試
算
さ
れ
て
い

る
。
新
た
に
ご
み
が
増
え

る
こ
と
に
な
る
。
古
い
ご

み
袋
は
結
局
ご
み
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。

市
長
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清

掃
活
動
な
ど
に
使
う
の
も

一
つ
の
選
択
肢
。
有
意
義

な
活
用
を
考
え
て
い
く
。

問
12
月
21
日
以
降
古
い

ご
み
袋
で
出
さ
れ
た
ご
み

は
回
収
さ
れ
な
い
。
そ
の

ご
み
の
対
応
は
地
元
が
す

る
の
か
。

市
長
ル
ー
ル
が
守
れ
な

い
時
は
、
地
区
や
管
理
者

に
対
応
し
て
も
ら
う
、
そ

れ
で
も
放
置
さ
れ
て
い
る

と
き
は
市
職
員
が
対
応
す

る
。

国
保
税
、
子
ど
も
の
均
等

割
の
減
免
を

問
全
国
で
は
、
高
す
ぎ
る

国
保
税
の
引
き
下
げ
対
策

に
子
ど
も
の
均
等
割
の
減

免
を
実
施
し
て
い
る
。
市

で
も
実
施
す
べ
き
と
思
う

が
。

市
長
子
育
て
支
援
の
趣

旨
は
よ
く
わ
か
る
が
、
交

付
税
措
置
が
な
く
財
源
が

な
い
。

問
全
国
市
長
会
等
が
政

府
に
対
し
て
公
費
投
入
を

要
求
し
て
い
る
。
１
兆
円

で
均
等
割
・
平
等
割
を
な

く
せ
ば
16
万
円
軽
減
で
き

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
市

と
し
て
も
要
望
す
べ
き
で

あ
る
。

市
長
要
望
し
て
い
る
。

古
い
ご
み
袋
が
無
く
な
る
ま
で

使
え
な
い
の
か

負
担
の
公
平
性
か
ら
考
え
て
い

な
い

古いゴミ袋がゴミになる

教
育
長
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市
長

一般質問

一般質問

丹 政 会

丹 政 会

東 田 真 希

中 野 勝 友

問
こ
ど
も
園
の
給
食
の

ご
飯
持
参
は
夏
場
の
衛
生

面
、
冬
は
ご
飯
が
冷
た
い

な
ど
課
題
が
あ
る
。
季
節

の
ご
飯
の
提
供
、
育
児
の

負
担
軽
減
の
面
か
ら
も
、

園
で
ご
飯
を
提
供
で
き
な

い
か
。

教
育
長
共
働
き
、ひ
と
り

親
家
庭
も
増
え
て
い
る
。

保
護
者
へ
の
負
担
軽
減
、

子
ど
も
達
へ
の
適
切
な
食

事
の
提
供
な
ど
子
育
て
支

援
の
観
点
か
ら
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。　

障
害
者
福
祉
の
充
実
に
つ

い
て

問
障
害
者
の
親
の
高
齢

化
で
将
来
の
生
活
に
不
安

を
抱
い
て
い
る
当
事
者
や

家
族
の
声
を
聞
く
。
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ニ
ー
ズ

が
ま
す
ま
す
高
ま
る
が
。

市
長
関
係
者
団
体
か
ら

も
設
置
の
支
援
の
要
望
を

聞
い
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
も
不
安
の
声
を
認

識
し
て
い
る
。

問
現
在
７
カ
所
、
総
合
計

画
で
は
令
和
６
年
度
に
10

カ
所
の
目
標
だ
が
進
捗
状

況
は
。

市
長
各
法
人
で
利
用
者

ニ
ー
ズ
や
生
活
状
況
を
鑑

み
、
数
年
で
建
設
が
で
き

る
か
検
討
し
て
い
る
。

問
進
ま
な
い
理
由
は
。

市
長
福
祉
分
野
の
人
材

不
足
が
あ
る
。

問
手
厚
い
整
備
補
助
金

や
奨
学
金
制
度
も
あ
る

が
、
も
う
少
し
市
が
主
導

権
を
取
っ
て
設
置
を
進
め

て
い
け
な
い
か
。

市
長
法
人
と
情
報
共
有

や
連
携
を
し
な
が
ら
、
人

材
確
保
や
設
置
を
進
め
、

ま
た
地
域
の
方
々
の
障
害

者
理
解
が
進
む
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

問
支
援
学
校
に
通
う
児

童
の
放
課
後
、
長
期
休
暇

の
預
け
入
れ
は
利
用
者
が

多
く
、
毎
日
預
け
ら
れ
な

い
と
聞
く
が
現
状
は
。

市
長
厳
し
い
。
複
数
の
施

設
や
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合

わ
せ
、
利
用
し
て
も
ら
い

日
数
の
確
保
に
努
め
て
い

る
。

問
受
入
れ
の
拡
充
に
向

け
ど
う
考
え
る
か
。

市
長
受
入
れ
事
業
所
が

一
カ
所
で
も
増
え
る
よ
う

努
め
て
い
き
た
い
。

問
近
年
、
激
甚
化
す
る
災

害
で
は
、
一
時
的
に
京
丹

後
市
が
孤
立
す
る
状
況
が

あ
っ
た
が
、
緊
急
搬
送
道

路
と
し
て
、
信
頼
性
の
高

い
道
路
確
保
が
必
要
で
あ

り
、
国
や
府
の
動
向
は
ど

う
か
。

市
長
国
で
は
、
防
災
減
災

対
策
、
代
替
性
の
確
保
、

橋
梁
の
老
朽
化
な
ど
を
重

点
課
題
と
し
て
い
る
が
、

国
土
強
靭
化
緊
急
対
策
と

し
て
、
20
年
ぶ
り
に
２
桁

増
の
予
算
で
は
あ
る
が
臨

時
的
措
置
で
あ
り
、
長
期

的
で
は
な
い
、
予
算
の
確

保
が
重
要
だ
。

問
利
便
性
の
観
点
か
ら

多
く
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
設
置
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
が
、
設
置
位
置
の
考

え
方
は
ど
う
か
。

市
長
道
路
構
造
令
を
基

準
と
し
つ
つ
も
、社
会
的
・

経
済
的
効
果
や
沿
道
地
域

の
利
便
性
、
地
域
の
連
携

交
流
に
考
慮
し
た
設
置
を

す
べ
き
で
あ
る
。

問
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

か
ら
遠
隔
地
と
な
る
地
域

の
ア
ク
セ
ス
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
一
定
の
時
間
や
距

離
で
利
用
で
き
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
緊
急
搬
送
道

路
の
整
備
を
重
点
要
望
と

し
て
国
や
府
に
求
め
て
お

り
国
・
府
も
緊
急
搬
送
道

路
の
整
備
を
市
域
で
進
め

て
い
る
。
市
で
も
市
道
幹

線
道
路
網
計
画
に
基
づ
き

ア
ク
セ
ス
改
善
を
図
る
。

問
降
り
て
も
ら
う
仕
組

み
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る

が
、
例
え
ば
、「
丹
後
ち
り

め
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
等

の
マ
テ
リ
ア
ル
整
備
等
の

考
え
は
な
い
の
か
。

市
長
丹
後
織
物
工
業
組

合
で
は
、
織
物
の
魅
力
を

伝
え
る
施
設
整
備
を
検
討

し
て
お
り
、
民
間
投
資
を

誘
発
す
る
こ
と
も
必
要
。

問
早
期
全
線
事
業
化
に

向
け
、
今
後
市
長
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

市
長
残
る
ミ
ッ
シ
ン
グ

リ
ン
ク
に
つ
い
て
希
望

ル
ー
ト
帯
も
国
や
府
に
要

望
し
て
き
た
。
西
脇
知
事

か
ら
も
着
手
す
る
と
の
答

え
を
得
て
い
る
こ
と
か

ら
、
あ
ら
ゆ
る
人
と
連
携

し
な
が
ら
早
期
事
業
化
に

向
け
引
き
続
き
頑
張
る
。

こ
ど
も
園
の
給
食
で
ご
飯
の
提

供
は
で
き
な
い
か

国
・
府
へ
の
要
望
活
動
の
成
果
は

子
育
て
支
援
の
面
か
ら
も
検
討

し
た
い

３
年
間
で
12
倍
の
予
算
確
保
が

で
き
た

食べる力は生きる力

アクセス道路としての整備が必要

教
育
長
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市
長

一般質問

丹 政 会

平 井 邦 生

問
丹
後
町
さ
さ
え
合
い

交
通
で
丹
後
町
外
か
ら
利

用
が
で
き
な
い
か
。

市
長
地
域
の
タ
ク
シ
ー

の
乗
客
を
奪
わ
な
い
こ
と

が
前
提
で
あ
り
難
し
い
。

問
さ
さ
え
合
い
交
通
等

市
内
全
域
に
拡
大
を
。

市
長
国
は
タ
ク
シ
ー
事

業
者
が
実
施
を
す
る
場
合

は
認
め
る
方
向
。
タ
ク

シ
ー
事
業
者
自
体
の
動
き

で
あ
り
確
認
す
る
。

問
Ｅ
Ｖ
乗
り
合
い
タ
ク

シ
ー
の
今
後
の
予
定
は
。

市
長
地
方
創
生
交
付
金

活
用
。
今
年
度
末
終
了
。

問
観
光
面
で
の
２
次
交

通
も
必
要
で
あ
る
が
。

市
長
い
ち
市
町
で
は
難

し
い
。
海
の
京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ

で
バ
ス
ツ
ア
ー
や
エ
リ
ア

周
遊
型
モ
デ
ル
事
業
の
支

援
等
で
魅
力
発
信
す
る
。

Ｗ
ｉ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
が
Ｍ
ａ
ａ

ｓ
実
証
実
験
を
す
る
。

問
地
方
こ
そ
最
先
端
の

技
術
を
利
用
し
た
公
共
交

通
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
近
未
来
技
術
普
及

促
進
協
議
会
を
設
立
。
Ａ

Ｉ
・
Ｉ
Ｏ
Ｔ
な
ど
最
先
端

を
公
共
交
通
の
ほ
か
、
市

役
所
業
務
、
民
間
力
向
上

等
積
極
的
に
検
討
す
る
。

問
免
許
証
の
自
主
返
納

状
況
と
本
市
の
支
援
は
。

市
長
昨
年
と
比
べ
１
・
５

倍
。
バ
ス
券
、
鉄
道
利
用

券
が
あ
る
。
タ
ク
シ
ー
券

の
支
援
は
難
し
い
。

問
安
全
運
転
支
援
と
は
。

市
長
交
通
事
故
防
止
、
ブ

レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違

い
時
加
速
抑
制
装
置
購

入
・
取
り
付
け
支
援
。
生

涯
活
躍
の
た
め
の
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
活
用

し
た
い
。

防
災
訓
練
等
に
つ
い
て

問
防
災
訓
練
等
で
地
域

連
携
が
で
き
て
い
る
か
。

市
長
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
る
。
今
後
、
区

長
に
意
見
を
聞
く
。

問
災
害
時
の
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
や
貯
水
槽
付
き

給
水
管
の
導
入
を
。

市
長
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
の
必
要
性
は
あ
る
が
、

下
水
道
の
整
備
を
優
先
。

給
水
車
は
防
災
協
定
に
よ

り
府
内
か
ら
13
台
来
る
。

有
効
性
は
あ
る
が
、
水
道

本
管
整
備
が
優
先
。

本
市
の
公
共
交
通
の
利
便
性
向

上
を

地
域
公
共
交
通
会
議
に
お
い
て

決
め
て
い
る

先端技術で公共交通の利便性の向上を

市
長

一般質問

丹 政 会

池 田 惠 一

問
市
政
３
年
半
の
総
括

に
つ
い
て
、
ま
ず
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
今
、
総
合
計
画
の
検

証
を
行
っ
て
い
る
。
現
時

点
で
の
思
い
を
申
し
上
げ

た
い
。

　

一
点
目
は
、
子
ど
も
医

療
の
無
償
化
の
拡
大
を
し

た
。
次
に
、
旧
町
全
て
に

こ
ど
も
園
の
設
置
が
で
き

た
。
ま
た
、
弥
栄
病
院
に

産
科
が
開
設
で
き
、
久
美

浜
病
院
で
は
、
小
児
科
外

来
が
開
設
で
き
た
。

　

教
育
で
は
、
学
校
の
全

て
の
普
通
教
室
に
エ
ア
コ

ン
の
設
置
、
電
子
黒
板
の

導
入
が
で
き
た
。

問
地
域
づ
く
り
に
つ
い

て
問
う
。

市
長
人
口
減
少
を
ゆ
る

や
か
に
す
る
事
を
総
合
計

画
で
も
う
た
っ
て
き
た
。

そ
の
大
き
な
柱
が
地
域
づ

く
り
と
思
っ
て
い
る
。
地

域
の
活
性
化
に
向
け
、
小

規
模
多
機
能
自
治
等
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
４

月
か
ら
全
市
民
局
に
地
域

づ
く
り
支
援
員
を
配
置
し

た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
す

ぐ
結
果
が
出
る
も
の
で
は

な
い
の
で
、
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
公
共
施
設
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
。
財
政
の
厳

し
い
中
で
必
要
と
思
わ
れ

る
の
か
。

市
長
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問
市
長
は
、
リ
セ
ッ
ト
京

丹
後
で
当
選
さ
れ
た
。
事

業
の
見
直
し
を
多
く
さ

れ
、
一
定
評
価
す
る
が
、

新
た
な
事
業
が
少
な
い
と

い
う
事
に
つ
い
て
は
。

市
長
ま
ず
、
し
っ
か
り
と

今
ま
で
の
事
業
を
整
理
し

た
。
そ
の
上
で
新
た
な
事

業
を
行
う
べ
き
と
思
っ
て

い
る
。
そ
う
し
た
中
で
弥

栄
病
院
の
改
築
な
ど
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
は

し
っ
か
り
し
た
と
思
っ
て

い
る
。た
だ
残
念
な
事
は
、

２
年
続
け
て
大
き
な
災
害

が
発
生
し
、
そ
の
対
応
に

追
わ
れ
た
。

問
答
弁
を
聞
き
、
ま
だ
道

半
ば
と
思
わ
れ
る
が
。

市
長
選
挙
で
訴
え
、
総
合

計
画
に
反
映
さ
せ
た
が
、

残
さ
れ
た
任
期
、
全
力
で

取
り
組
み
た
い
。

３
年
６
カ
月
の
総
括
は

残
さ
れ
た
任
期
を
し
っ
か
り
取

り
組
み
た
い

3年半の成果は
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市
長

一般質問

清 和 会

行 待 　 実

問
外
村
バ
イ
パ
ス
に
係

る
事
業
費
の
大
半
は
防
衛

省
の
関
連
予
算
が
活
用
さ

れ
る
が
、
そ
の
背
景
は
。

市
長

大
宮
Ｉ
Ｃ
か
ら

経
ヶ
岬
ま
で
の
最
短
ル
ー

ト
。
災
害
時
に
お
け
る
緊

急
輸
送
道
路
と
し
て
整

備
。

問
本
年
度
の
事
業
費
と
、

防
衛
省
の
負
担
額
は
。

市
長
事
業
費
は
２
４
０

０
万
円
。
う
ち
防
衛
省
負

担
額
は
１
７
０
０
万
円
。

問
計
画
路
線
上
に
は
遺

跡
が
点
在
し
、
事
業
の
長

期
化
や
費
用
の
増
額
等
が

想
定
さ
れ
る
が
、
事
業
費

の
継
続
的
な
見
通
し
は
。

市
長
早
期
完
成
は
地
元

の
悲
願
。
事
業
費
の
確
保

に
向
け
防
衛
省
等
へ
の
要

望
な
ど
積
極
的
に
動
く
。

問
Ｉ
Ｃ
開
通
後
、
外
村
地

内
に
観
光
バ
ス
や
交
通
量

の
増
加
で
危
険
性
が
増
大

し
た
。
迂
回
措
置
と
離
合

場
所
の
確
保
が
必
要
。

市
長
迂
回
は
Ｉ
Ｃ
の
標

識
で
対
応
強
化
。
離
合
場

所
は
適
地
が
な
く
困
難
。

問
市
内
で
の
防
衛
省
関

連
道
路
事
業
の
総
額
は
。

市
長
宮
バ
イ
パ
ス
な
ど

約
77
億
円
。
防
衛
省
と
し

て
は
突
出
し
た
予
算
。

府
・
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

問
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
災

害
予
測
地
図
）
は
市
民
が

災
害
時
に
命
を
守
る
大
切

な
指
針
。
府
は
昨
年
、
竹

野
川
の
洪
水
浸
水
マ
ッ
プ

の
見
直
し
を
行
っ
た
が
そ

の
災
害
確
率
年
は
。

市
長
千
年
に
一
度
の
災

害
が
起
き
る
と
想
定
。　

問
現
在
公
表
の
市
の

マ
ッ
プ
の
災
害
確
率
年

は
。

市
長
三
百
年
に
一
度
の

災
害
確
率
と
し
て
い
る
。

問
災
害
想
定
が
異
な
る

二
種
類
の
府
・
市
の
河
川

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
存
在

に
市
民
は
困
惑
。
災
害
時

に
は
ど
ち
ら
を
優
先
か
。

市
長
河
川
氾
濫
時
に
府
・

市
の
マ
ッ
プ
も
避
難
判
断

に
は
支
障
は
な
い
が
、
今

後
内
容
は
統
一
す
る
。

問
府
は
責
任
を
も
っ
て

千
年
に
一
度
の
災
害
に
対

応
で
き
る
準
備
が
必
要
。

市
長
河
川
整
備
な
ど
現

在
の
ハ
ー
ド
対
策
で
は
到

底
無
理
。
減
災
に
向
け
て

浚
渫
等
で
対
応
す
る
。

外
村
バ
イ
パ
ス
着
工
！
完
成
期

間
と
事
業
総
額
は

完
成
ま
で
約
８
年
間
。
総
事
業

費
は
約
20
億
円

豪雨等で常に河川オーバーフロー（竹野川）

市
長

一般質問

創 明

浜岡大二郎

問
市
立
病
院
は
常
勤
医

師
不
足
が
常
態
化
し
病
院

経
営
に
大
き
く
影
響
し
て

い
る
。
財
政
負
担
も
毎
年

巨
額
だ
が
い
か
が
か
。

市
長
こ
こ
数
年
９
億
円

以
上
の
繰
入
に
加
え
医
業

純
損
失
も
見
込
ま
れ
る
。

問
こ
の
ま
ま
で
推
移
す

る
と
経
営
形
態
を
替
え
ざ

る
を
得
な
く
な
る
が
。

市
長
令
和
２
年
度
の
結

果
を
見
て
考
え
た
い
。

問
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
に
加
え
、
患
者
の
域
外

流
出
が
さ
ら
に
進
め
ば
地

域
医
療
の
崩
壊
に
つ
な
が

る
。
考
え
を
尋
ね
る
。

市
長
常
勤
医
師
の
確
保

に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
。

医
師
確
保
の
方
法
が
あ
れ

ば
教
え
て
ほ
し
い
。

問
市
立
病
院
の
あ
る
べ

き
姿
の
方
向
性
や
改
革
内

容
に
つ
い
て
国
の
新
た
な

指
示
、
提
示
は
な
い
か
。

新
た
な
審
議
会
を
市
と
し

て
考
え
て
い
な
い
か
。

市
長
国
の
指
示
は
な
い
。

新
た
な
審
議
会
に
つ
い
て

は
現
在
委
員
の
人
選
を
進

め
委
嘱
を
検
討
中
だ
。

問
春
に
は
産
科
の
常
勤

医
師
が
急
逝
さ
れ
お
産
を

直
前
に
控
え
た
患
者
に
急

ぎ
分
散
転
院
を
お
願
い
せ

ざ
る
を
得
な
い
事
態
が
発

生
し
た
。
子
育
て
日
本
一

を
掲
げ
る
本
市
に
と
っ
て

は
恥
辱
で
あ
っ
た
。
産
科

は
医
師
３
人
体
制
の
ま
ま

で
よ
い
か
お
尋
ね
す
る
。

市
長
亡
く
な
ら
れ
た
先

生
に
極
め
て
残
念
な
発
言

で
あ
る
と
思
う
。

地
元
経
済
を
創
り
な
お
そ

う
（
Ⅲ
）

問
市
長
の
お
考
え
の
人

口
減
少
対
策
を
改
め
て
お

示
し
く
だ
さ
い
。

市
長
総
合
計
画
の
基
本

計
画
が
そ
の
ま
ま
人
口
減

少
対
策
で
あ
る
。

問
買
い
物
調
査
の
研
究

は
進
め
て
い
る
か
。

市
長
デ
ー
タ
の
活
用
を

商
工
会
と
も
研
究
中
だ
。

問
地
元
経
済
の
実
態
を

分
析
す
る
諸
方
法
が
あ

る
。
研
究
し
て
い
る
か
。

市
長
市
と
京
都
北
都
信

金
、
福
知
山
公
立
大
学
と

の
合
同
チ
ー
ム
で
北
部
七

市
町
の
産
業
連
関
表
を
作

成
中
で
研
究
中
で
あ
る
。

市
立
病
院
の
あ
る
べ
き
姿
は

新
た
な
審
議
会
の
委
員
の
人
選

委
嘱
を
検
討
中
だ

常勤医師不足が続く市立病院
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市
長

一般質問

創 明

吉 岡 豊 和

問
学
校
給
食
施
設
整
備

調
査
に
あ
る
、
２
０
４
５

年
の
推
計
児
童
生
徒
数
は

小
学
校
１
１
８
２
人
、
中

学
校
６
１
１
人
、
合
計
１

７
９
３
人
と
な
っ
て
い
る

が
、
将
来
推
計
の
人
数
に

基
づ
い
て
学
校
給
食
施
設

整
備
を
進
め
る
の
か
。

教
育
長

給
食
施
設
整
備

の
検
討
は
、
今
回
の
調
査

の
数
字
を
利
用
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
推

計
児
童
生
徒
数
は
４
６
７

３
人
で
、
約
２
・
６
倍
と

余
り
に
も
数
の
乖
離
が
あ

る
が
、
こ
の
大
き
な
違
い

を
ど
う
考
え
る
の
か
。

教
育
長

二
つ
の
数
字
に

大
き
な
差
が
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
調
査
の

推
計
は
、
一
般
的
な
推
計

方
法
で
算
出
し
て
い
る
。

一
方
、人
口
ビ
ジ
ョ
ン
は
、

政
策
的
な
考
え
が
強
い
推

計
方
法
で
、
推
計
方
法
の

違
い
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

問
今
・
昨
年
度
の
出
生
数

と
出
生
見
込
み
数
は
。

市
長
昨
年
度
が
３
０
９

人
。
今
年
度
が
約
３
３
０

人
の
見
込
み
。

問
過
去
４
年
間
の
移
住

者
の
人
数
は
。

市
長
４
年
間
で
移
住
者

数
は
１
７
１
人
で
あ
る
。

問
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
将

来
推
計
人
口
の
７
万
５
千

人
は
、
出
生
数
、
移
住
者

数
等
か
ら
見
て
も
実
現
性

は
な
く
、
実
現
性
の
あ
る

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
見
直
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

適
す
る
故
事
が
あ
る
。

「
過
ち
て
は
改
む
る
に
憚
は
ば
か

る
こ
と
勿な
か

れ
」

「
過
ち
て
改
め
ざ
る
こ
れ

を
過
ち
と
い
う
」

市
長
策
定
時
点
か
ら
状

況
が
大
き
く
変
化
し
た
と

は
言
え
な
い
と
認
識
し
て

い
て
、
す
ぐ
に
見
直
す
も

の
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
が
、
今
後
、
総
合
戦
略
、

総
合
計
画
を
見
直
す
場
合

は
、
そ
の
整
合
を
図
る
観

点
か
ら
検
討
す
る
こ
と
に

な
る
。

問
市
の
考
え
る
ビ
ジ
ョ

ン
の
意
味
は
。

市
長
今
後
ど
ん
な
社
会

を
目
指
す
か
、
そ
こ
に
向

け
て
何
を
す
べ
き
か
だ
と

考
え
る
。

実
現
性
の
あ
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

に
見
直
し
を

状
況
変
化
が
な
く
す
ぐ
に
見
直

す
も
の
で
は
な
い

見直しが必要な人口ビジョン

一般質問

新 星 会

中 野 正 五

問
体
育
協
会
は
、
本
市
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長

各
種
運
動
教
室

や
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
団
体

の
育
成
等
、体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
の
実
施
な
ど
を
通
し

て
、
市
民
の
健
康
増
進
・

健
康
寿
命
の
延
伸
に
寄
与

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問
体
育
協
会
が
独
り
立

ち
す
る
に
は
法
人
化
が
必

要
だ
と
思
う
が
。

教
育
長

体
育
協
会
の
自

主
的
運
営
、
活
動
の
活
性

化
は
、大
変
重
要
で
あ
り
、

安
定
的
な
基
盤
づ
く
り
法

人
化
は
必
要
な
方
策
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問
法
人
化
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

教
育
長
メ
リ
ッ
ト
は
、

①
指
定
管
理
料
や
施
設
利

用
し
て
自
主
事
業
が
で

き
、収
益
の
幅
が
広
が
る
。

②
法
人
化
の
ル
ー
ル
に

沿
っ
た
、
厳
正
な
経
理
や

事
務
処
理
を
行
い
市
債
が

明
確
に
な
る
。
指
定
管
理

を
受
け
る
場
合
、
各
種
契

約
や
所
管
が
高
ま
る
。

③
契
約
や
事
故
等
に
伴
う

リ
ス
ク
は
組
織
と
し
て
、

負
う
事
に
な
り
法
人
と
し

て
組
織
内
で
抑
え
る
事
が

あ
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

①
事
務
処
理
や
経
理
ま
た

法
人
税
等
の
納
税
義
務
が

発
生
す
る
。

②
法
人
化
取
得
に
向
け
た

業
務
、
事
務
等
に
負
担
が

発
生
す
る
。

産
業
振
興
に
つ
い
て

問
予
想
さ
れ
る
不
況
に

対
し
て
産
業
全
体
に
対
す

る
対
応
策
は
考
え
て
い
る

の
か
。

市
長
世
界
経
済
の
影
響

を
受
け
、
減
退
を
懸
念
し

て
い
る
。
金
融
支
援
、
雇

用
確
保
対
策
等
、
速
や
か

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
備

え
て
い
る
。

鳥
獣
対
策
の
考
え
は

問
猟
友
会
会
員
の
活
動
・

動
向
は
。

市
長
猟
友
会
会
員
数
は
、

昨
年
よ
り
70
名
増
で
１
７

９
名
で
あ
る
。獣
害
対
策
、

駆
除
に
大
き
く
寄
与
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

体
育
協
会
を
法
人
化
に
し
て
い

く
考
え
は
あ
る
か

市
も
財
政
面
、
人
的
等
に
つ
い

て
議
論
し
て
い
る

甲子園を目指す高校球児

教
育
長
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《凡例　賛成：○　反対：×　退席：退　欠席：欠　除斥：除　松本聖司議員は議長職のため表決権はありません。》

賛否の分かれた案件を記載しています。議案に対する各議員の賛否一覧表
会派名 議

案
の
可
否

政友会 丹政会 日本共産党 新星会 清和会 創明
　　　　　　　　　　　　　 議員名
　　案　件

松
本

経
一

藤
田

太

水
野

孝
典

由
利

敏
雄

和
田

正
幸

谷
津

伸
幸

池
田

惠
一

中
野

勝
友

東
田

真
希

平
井

邦
生

田
中

邦
生

橋
本
ま
り
子

平
林
智
江
美

松
本

直
己

金
田

琮
仁

櫻
井

祐
策

中
野

正
五

谷
口

雅
昭

行
待

実

浜
岡
大
二
郎

吉
岡

豊
和

京丹後市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
米軍Ⅹバンドレーダー基地問題等に関わる陳情書Ⅻ 不採択 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ×
米軍Ⅹバンドレーダー基地問題等に関わる陳情書13 不採択 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ×
全国知事会の提言に基づき、国及び関係機関に対して「日米
地位協定の抜本的見直しを求める意見書」の提出を求める陳情 不採択 × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ×
平成30年度京丹後市一般会計決算認定について 認定

辞
職

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成30年度京丹後市後期高齢者医療事業特別会計決算認定
について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成30年度京丹後市介護保険事業特別会計決算認定につい
て 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
地方公務員法及び地方自治法の一部改正する法律等の施行
に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
京丹後市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条
例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
京丹後市網野庁舎解体撤去等工事の請負契約の締結につい
て 可決 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ × ×
「10月からの消費税増税中止を求める意見書」提出に関する
陳情書 不採択 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ×
米軍Ｘバンドレーダー基地問題等に関わる陳情書14 不採択 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ×
京丹後市国民健康保険税の負担軽減を求める陳情 不採択 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × × ×
米軍Ｘバンドレーダー基地問題等に関わる陳情書15 不採択 × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ×

市
長

一般質問

新 星 会

金 田 琮 仁

問
市
議
会
の
山
陰
近
畿

自
動
車
道
等
建
設
促
進
議

員
連
盟
は
、
高
速
道
だ
け

で
な
く
国
・
府
道
の
整
備

促
進
に
つ
い
て
も
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
る
。上
野
・

平
バ
イ
パ
ス
、
丹
後
・
弥

栄
道
路
、
野
中
バ
イ
パ
ス

な
ど
市
内
に
は
13
の
路
線

が
事
業
化
さ
れ
て
い
る

が
、
京
都
府
が
指
定
し
た

「
緊
急
輸
送
道
路
」
で
あ

り
、
整
備
が
急
が
れ
る
。

市
長
災
害
時
の
緊
急
対

応
な
ど
緊
急
輸
送
道
路
の

整
備
は
欠
か
せ
な
い
。
外

村
バ
イ
パ
ス
の
事
業
化
決

定
も
要
望
活
動
の
成
果
で

あ
り
、
感
謝
し
て
い
る
。

問
本
市
で
開
催
予
定
の

第
４
回
目
と
な
る
高
速
道

促
進
大
会
の
概
要
は
。

市
長
11
月
９
日(

土)

に

「
ア
ミ
テ
ィ
丹
後
」で
予
定

し
て
い
る
。
事
業
化
と
予

算
確
保
の
た
め
地
元
の
大

き
な
熱
意
を
示
す
こ
と
が

大
切
で
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
参

加
を
お
願
い
し
た
い
。

問
網
野
か
ら
兵
庫
県
境

の
間
の
地
元
希
望
ル
ー
ト

帯
が
決
定
し
た
が
、
そ
こ

に
至
る
考
え
方
は
。

市
長
２
つ
の
ル
ー
ト
案

を
想
定
し
た
。
①
網
野
・

豊
岡
間
の
速
達
性
。
②
沿

道
地
域
の
利
便
性
と
産
業

へ
の
波
及
効
果
の
重
視
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
と
団

体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果

を
踏
ま
え
、
②
と
決
定
し

国
土
交
通
省
、
京
都
府
に

要
望
し
た
。

問
峰
山
Ｉ
Ｃ
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
で
あ
る「
国
道
・

峰
山
イ
ン
タ
ー
線
」
は
地

権
者
と
の
間
で
課
題
が
あ

る
と
聞
い
て
い
る
が
。

市
長
都
市
計
画
決
定
後

の
地
元
説
明
会
以
降
、
地

権
者
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

問
「
こ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

は
地
域
を
分
断
す
る
。
都

市
計
画
事
業
と
は
い
う
も

の
の
、
地
元
が
望
ん
だ
も

の
で
は
な
い
」
と
の
声
も

聞
か
れ
る
中
で
、
そ
も
そ

も
丁
寧
な
説
明
を
し
て
き

た
の
か
。
今
こ
そ
区
民
や

地
権
者
に
寄
り
添
っ
た
対

応
を
す
べ
き
だ
。

市
長
府
も
市
も
、
可
能
な

限
り
丁
寧
な
対
応
を
し
て

い
く
。

高
速
道
路
・
峰
山
〜
網
野
間
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

峰
山
Ｉ
Ｃ
の
開
通
時
で
は
工
事

を
着
手
し
て
い
た
い

峰山インター線国道412号との交差予定地
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視
察
日
：
８
月
20
日
〜
21
日

視
察
先
：
愛
媛
県
松
山
市

視
察
目
的
：「
ご
み
減
量
（
リ

デ
ュ
ー
ス 

Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ 

Ｎ
ｏ
１ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
★ M

atsu
yam

a

）」
に
つ
い
て

松
山
市
で
は
、
ご
み
を

「
た
か
ら
」
に
、
み
ん
な
で
つ

く
る
持
続
可
能
な
循
環
型
の

ま
ち
松
山
、を
合
言
葉
に「
ご

み
減
量
」
と
「
再
資
源
化
率

の
向
上
」
を
目
指
し
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
主

な
内
容
は
、
生
ご
み
処
理
機

等
の
購
入
補
助
や
、
廃
棄
物

減
量
等
推
進
員
へ
の
サ
ポ
ー

ト
な
ど
の
支
援
、
分
別
の
見

直
し
と
適
正
な
分
別
に
よ
る

リ
サ
イ
ク
ル
、
ま
た
食
品
ロ

ス
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み

の
強
化
、
ま
つ
や
ま
Ｒ
ｅ
再

来
館
な
ど
で
の
環
境
教
育
、

ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
や
広
報

誌
、
環
境
フ
ェ
ア
の
開
催
な

ど
に
よ
る
啓
発
活
動
で
あ
る
。

特
に
、
平
成
18
年
度
の
ご

み
分
別
の
見
直
し
の
際
、
各

地
区
ご
と
に
直
接
対
話
で
の

説
明
会
を
延
べ
千
回
以
上
実

施
し
た
こ
と
が
、
市
民
の
意

識
向
上
に
大
き
く
つ
な
が
っ

て
い
る
。

家
庭
系
ご
み
は
、
市
民
運

動
に
な
ら
な
い
と
定
着
し
な

い
こ
と
か
ら
、
広
報
誌
に
よ

る
啓
発
の
他
、
Ｔ
Ｖ
や
ラ
ジ

オ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
も
利
用

し
、
総
合
的
に
ご
み
減
量

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）の
市
民
運
動

を
維
持
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
内
２
万
カ
所
の

ご
み
集
積
所
は
、
１
地
区
４

名
の
廃
棄
物
減
量
等
推
進
委

員
と
協
力
員
が
担
っ
て
い
る
。

会
食
の
際
、
最
初
の
30
分

と
最
後
の
10
分
は
自
席
で
料

理
を
食
べ
る
「
３
０
１
０
運

動
」
も
、
市
内
店
舗
の
協
力

を
得
て
、
食
品
ロ
ス
の
削
減

に
向
け
大
き
な
効
果
を
上
げ

て
い
る
。

視
察
を
振
り
返
っ
て

食
べ
切
れ
ず
に
捨
て
ら
れ

た
り
、
賞
味
期
限
や
消
費
期

限
切
れ
等
に
よ
り
捨
て
ら
れ

る
も
の
が
余
り
に
も
多
い
。

ま
た
、
３
Ｒ
を
実
践
す
る
に

も
「
何
を
ど
う
し
た
ら
良
い

か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
市

民
も
多
い
。
不
要
、
不
急
な

モ
ノ
、
再
生
・
再
利
用
で
き

な
い
モ
ノ
な
ど
、
ご
み
減
量

の
取
り
組
み
は
、
モ
ノ
を
購

入
す
る
時
点
で
す
で
に
始

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を

市
民
一
人
一
人
が
意
識
し
、

市
と
し
て
も
啓
発
す
る
必
要

が
あ
る
。

そ
の
他
の
視
察
先
と

視
察
目
的

○
徳
島
県
上
勝
町

　
「
ゼ
ロ
・
ウ
エ
イ
ス
ト
」
に

つ
い
て

視
察
日
：
７
月
10
日
〜
12
日

視
察
先
：
福
岡
県
小
郡
市

視
察
目
的
：
学
校
給
食
の
調

理
方
式
に
つ
い
て

本
市
に
お
い
て
は
、
給
食

施
設
を
学
校
給
食
衛
生
基
準

に
適
合
し
、
よ
り
衛
生
的
で

安
全
性
を
重
視
し
た
給
食
施

設
を
整
備
す
る
た
め
、
給
食

施
設
の
整
備
方
式
を
検
討
し

て
い
る
。
小
郡
市
で
は
、
小

学
校
に
お
い
て
、
セ
ン
タ
ー

方
式
か
ら
自
校
方
式
に
移

行
。
学
校
給
食
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
取
り
組
み
に
つ
い

て
視
察
を
し
た
。

【
小
郡
市
の
取
り
組
み
】

・
教
育
大
綱
に
食
育
推
進
と

自
校
式
給
食
を
位
置
付
け
て

い
る
。
自
校
式
給
食
の
年
次

的
整
備
方
針
に
基
づ
き
、「
食

育
」
に
お
け
る
学
校
給
食
の

持
つ
意
義
と
役
割
が
検
討
さ

れ
、
自
校
方
式
へ
の
切
り
替

え
が
決
定
さ
れ
た
。

・「
食
育
」
推
進
は
、
教
育
振

興
基
本
計
画
に
位
置
付
け

「
食
育
」の
推
進
を
図
っ
て
い

る
。
特
に
「
食
育
」
の
観
点

か
ら
「
食
と
農
」
の
推
進
協

議
会
を
設
立
し
、「
食
育
の
生

き
た
教
材
」
と
し
て
、
地
域

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

・
自
校
式
給
食
施
設
が
小
学

校
に
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
一
定
規
模
の
小
学
校
に

県
費
負
担
の
栄
養
教
諭
が
配

置
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
に
正

し
い
食
習
慣
や
食
事
の
重
要

性
が
培
わ
れ
て
い
る
。

・
自
校
式
へ
の
整
備
は
、
平

成
18
年
度
か
ら
、
毎
年
１
校

の
み
整
備
を
行
い
、
令
和
２

年
度
で
全
小
学
校
８
校
の
整

備
が
完
了
と
な
る
。
現
状
の

課
題
解
決
と
議
会
対
応
が

し
っ
か
り
と
さ
れ
て
い
る
。

・
計
画
か
ら
整
備
ま
で
に
３

年
以
上
か
け
て
い
る
。
関
係

機
関
等
へ
の
対
応
、
保
護
者

へ
の
説
明
な
ど
、「
食
育
」
を

基
本
と
し
た
学
校
給
食
の
在

り
方
や
財
政
的
課
題
に
つ
い

て
、
十
分
な
検
討
・
説
明
・

議
論
が
行
わ
れ
て
い
た
。

・
財
政
的
な
負
担
に
つ
い
て

は
、
学
校
施
設
環
境
整
備
交

付
金
（
文
科
省
）
を
活
用
し

て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
方
式
と

比
較
し
て
自
校
式
は
年
間
で

約
１
億
６
千
万
円
高
い
。

視
察
を
振
り
返
っ
て

　

京
丹
後
市
に
お
い
て
は
、

現
在
学
校
給
食
施
設
の
整
備

調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
学
校
給
食
は
「
生
き
た

教
材
」
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、「
食

育
」
を
重
視
し
た
学
校
給
食

の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い

る
。
関
係
機
関
等
へ
の
説
明

と
意
見
聴
取
、
さ
ら
に
は
検

証
を
そ
の
段
階
で
し
っ
か
り

と
行
い
、政
策
と
し
て
の「
食

育
」
を
見
据
え
た
方
向
性
の

議
論
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
他
の
視
察
先
と

視
察
目
的

〇
佐
賀
県
武
雄
市

　
『
教
育
改
革
』

〇
大
分
県
佐
伯
市

　
『
食
の
ま
ち
づ
く
り
・
学
校

給
食
の
調
理
方
式
』に
つ
い
て

上勝町での視察の様子

小郡市での視察の様子

管
外
視
察
報
告

総
務
常
任
委
員
会

文
教
厚
生

常
任
委
員
会
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政務活動費
会　派
無会派議員 上半期（４月～９月）政務活動概要 上半期分

交付確定額

新星会 ●8月 2日　要請・陳情活動
　大阪府・京都府「山陰近畿自動車道等建設促進要望」 17,912 円

政友会

●8月 2日　要請・陳情活動
　大阪府・京都府「山陰近畿自動車道等建設促進要望」
●8月 6日～ 8日　調査研究活動
　香川県三豊市「バイオマス資源化の調査・研修」
　山口県下関市
　　「下関ふるさと起業家支援プロジェクトの調査・研修」
　　「豊北町空き家対策創出事業・島戸ゲストハウスの現地視察」

143,170 円

丹政会

●7月 26日～ 27日　研修活動
　東京都「第 24回清渓セミナー　住民主体の地方自治を進め
　るために　他」
●8月 2日　要請・陳情活動
　大阪府・京都府「山陰近畿自動車道等建設促進要望」

374,668 円

松本聖司議長 ●8月 2日　要請・陳情活動
　大阪府・京都府「山陰近畿自動車道等建設促進要望」 8,956 円

　令和元年度の政務活動費については、上半期の活動を終了し、下記のとおりの実績となりました。

※交付にあたり提出された交付申請書、調査研究等計画書、調査研究等報告書、実績報告書、その他添付資料
につきましては、市議会ホームページ（https://www.city.kyotango.lg.jp/shigikai/）及び、市議会事務局
で閲覧いただくことができます。
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陳情名 陳情者 陳情の趣旨 結  果

米軍 Xバンドレーダー
基地問題等に関わる陳
情書　ⅩⅡ

米軍基地建設を憂う宇川
有志の会
代表　増田　光夫

住民の安全・安心の確保ができるよう米軍基
地に関する諸問題の改善に向け努力をお願い
したい。

不採択

米軍 Xバンドレーダー
基地問題等に関わる陳
情書　13

米軍基地建設を憂う宇川
有志の会
代表　増田　光夫

昨年の「二期工事」開始以来、「住民の安全・
安心の確保」を脅かす事態が起きている。住
民が安心して暮らせるよう諸問題の改善に向
けて引き続き努力していただきたい。

不採択

全国知事会の提言に基づき、
国及び関係機関に対して「日米
地位協定の抜本的見直しを求め
る意見書」の提出を求める陳情

米軍基地反対丹後連絡会
代表　石井　内海

全国知事会の提言を支持し、「日米地位協定
の抜本的見直しを求める意見書」を、国及び
関係機関に提出いただきたい。

不採択

「10 月からの消費税
増税中止を求める意見
書」提出に関する陳情
書

10月消費税 10％ストッ
プ！丹後ネットワーク
代表　源　進一

「10 月からの消費税 10％への引き上げに反
対する陳情」を採択し政府に意見書を提出し
て頂くこと。

不採択

米軍 Xバンドレーダー
基地問題等に関わる陳
情書　14

米軍基地建設を憂う宇川
有志の会
代表　増田　光夫

昨年の「二期工事」開始以降、諸問題が頻発し、
市当局の背信的対応が明らかになった。諸問
題の改善に向けて引き続き努力していただき
たい。

不採択

京丹後市国民健康保険
税の負担軽減を求める
陳情

丹後社会保障推進協議会
議長　吉岡　正次

京丹後市民の暮らしは大変厳しい状況にあ
る。市民の生命と健康が守られ、国民健康保
険事業が健全に維持・運営されるよう陳情す
る。

不採択

京丹後市下水道事業に
関する陳情書 西途　顕太郎

三崎市長をはじめ、梅田・佐藤両副市長及び
議員諸氏が一丸となって下水道の普及活動を
すること。

趣旨
採択

㈱久美浜縣に関する陳
情書 西途　顕太郎 ㈱くみはま縣の指定管理者を取り消すこと。 不採択

久美浜町が㈱アウルコー
ポレーションと交わした使
用賃借契約書（無償譲渡
特約付）に関する陳情書

西途　顕太郎
京丹後市顧問弁護士は市が借地権譲渡の裁判
を起こした方がよいと指摘するが、市はなぜ
訴訟や裁判を放置しているのか。

不採択

弥栄町和田野の国営農
家住宅についての陳情
書

有田　光亨
国営農地の利用に伴い、設置された農家住宅
に関する議会への説明が実態と異なってい
る。空き室だらけであり、転用も可能か審議
を求める。

不採択

ミニボートピア　京丹
後（場外舟券発売場）
に関する陳情書

有田　光亨

久美浜町の河梨地区に設置された「ミニボー
トピア京丹後（場外舟券発売場）」の今日に
至るまでの経過について、議会における審議
内容と実態が異なっていると思われるので、
実態を把握し、三崎市長に指摘していただく
よう求める。

審議
未了

米軍 Xバンドレーダー
基地問題等に関わる陳
情書　15

米軍基地建設を憂う宇川
有志の会
代表　増田　光夫

昨年の「二期工事」開始以降、諸問題が頻発
し「住民の安全・安心の確保」を脅かす事態
が従来にも増して起きている。諸問題の改善
に向けて引き続き努力していただきたい。

不採択

陳 　 情
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市民の

あ

と

が

き

声
朝
市
15
年
の
歴
史

毎
月
一
回
の
朝
市（
5
月

〜
12
月
）が
、
久
美
浜
町

金
谷
の
旧
Ｊ
Ａ
川
上
支
店

跡
地
（
現
在
は
シ
ー
ズ
金

太
郎
㈱
所
有
）で
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
、15
年
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

よ
く
こ
こ
ま
で
続
い
た
か

と
思
う
と
不
思
議
で
す
。

そ
の
当
時
、
支
店
跡
地
を

利
用
し
て
、
川
上
地
区
の

農
産
物
を
販
売
で
き
る

「
直
売
所
」
が
で
き
な
い

か
と
い
う
考
え
が
持
ち
上

が
り
、
京
都
の
先
進
的
な

朝
市
を
見
学
す
る
中
で
、

「
ふ
れ
あ
い
朝
市
」を
や
っ

て
み
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
当
時
は
珍
し
く
て
川

上
地
区
外
か
ら
も
多
く
の

方
々
に
買
い
物
に
来
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

地
元
の
食
材
と
み
ん

な
の
ア
イ
デ
ア
で

老
人
会
や
若
者
も
含
め

て
「
朝
市
実
行
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、
毎
回
、
今

の
旬
の
野
菜
は
何
か
？

お
客
さ
ん
に
来
て
い
た
だ

く
た
め
の
工
夫
や
イ
ベ
ン

ト
を
話
し
合
っ
て
、
数
々

の
取
り
組
み
を
し
ま
し

た
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

に
来
て
い
た
だ
い
た
り
、

お
も
ち
ゃ
の
ア
ヒ
ル
ち
ゃ

ん
の
川
流
れ
競
走
大
会
や

絵
画
展
・
お
客
様
に
感

謝
の
抽
選
会
な
ど
な
ど

…
…
。
特
に
金
谷
区
婦
人

の
有
志
に
よ
る
「
バ
ラ
寿

司
」
販
売
は
人
気
に
な

り
、
多
く
の
方
が
そ
れ
を

目
当
て
に
来
ら
れ
ま
し

た
。
月
一
回
だ
け
で
は

物
足
り
な
く
な
り
、
日
曜

朝
市
も
行
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
（
現
在
は
休
止
）。

ま
た
、
こ
の
川
上
地
域

は
、
京
丹
後
市
で
も
農
業

が
盛
ん
で
、
専
業
農
家
も

多
い
と
い
っ
た
条
件
も
あ

り
、
新
鮮
で
安
く
て
安
心

で
き
る
地
元
の
野
菜
に

こ
だ
わ
り
、
生
産
者
が
見

え
る
野
菜
の
販
売
を
行
い

ま
し
た
。
農
産
物
だ
け
で

な
く
、
服
屋
さ
ん
や
花
屋

さ
ん
、
魚
屋
さ
ん
に
も
来

て
い
た
だ
き
、
に
ぎ
や
か

な
朝
市
に
な
り
、
今
で
も

努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の

工
夫
が
課
題

し
か
し
、
私
た
ち
が
朝

市
を
始
め
て
か
ら
15
年
。

子
ど
も
の
数
が
減
り
、
高

齢
者
が
増
え
、
交
通
手
段

が
な
く
て
買
い
物
に
も
来

ら
れ
な
い
現
実
を
目
の
当

た
り
に
す
る
と
、
厳
し
い

現
実
が
見
え
て
き
ま
す
。

朝
市
が
、
地
域
の
人
達
が

集
ま
る
憩
い
の
場
で
あ
る

た
め
に
も
、
買
い
物
に
来

ら
れ
た
方
々
が
休
憩
で
き

る
テ
ン
ト
を
立
て
、
い
っ

ぷ
く
し
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
が

月
一
回
顔
を
合
わ
せ
て
、

挨
拶
が
交
わ
せ
る
場
に
、

こ
の
「
川
上
村
ふ
れ
あ
い

朝
市
」
が
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

「
暑
さ
、
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」
と
い
わ
れ
、
暑
か
っ

た
時
期
も
終
わ
り
、
最
も
過
ご
し
や
す
く
、
最
も
美

し
い
紅
葉
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、９
月
定
例
会
で
は
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計
・
水
道
事
業
や
病
院
会
計
な
ど
の
決
算
審

査
を
行
い
、
同
時
に
、
条
例
改
正
や
陳
情
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
を
担
当
す
る
私
た
ち
広
報
編
集
委

員
会
は
、
各
常
任
分
科
会
で
の
決
算
審
査
内
容
や
、

諸
問
題
解
決
の
た
め
に
各
常
任
委
員
会
の
先
進
地

視
察
の
概
要
や
一
般
質
問
な
ど
の
議
論
の
内
容
を
ま

と
め
、
市
民
の
皆
様
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
市
民
目
線
で
編
集
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ご
意
見
や
、
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
広
報
編
集
委
員
会

委　
　

員　

中
野　

勝
友

　

〃　
　
　

松
本　

直
己

　

〃　
　
　

水
野　

孝
典

　

〃　
　
　

浜
岡
大
二
郎

委
員
長　

谷
口　

雅
昭

副
委
員
長　

橋
本
ま
り
子

委　
　

員　

金
田　

琮
仁

　

〃　
　
　

和
田　

正
幸

　

〃　
　
　

平
井　

邦
生

地
域
の
憩
い
の
場

「
川
上
村
」ふ
れ
あ
い
朝
市

久
美
浜
町　

山
添
善
明15年の歴史　ふれあい朝市
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◆市民の声、あとがき
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